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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングする方法において、
　（ａ）電子画像領域を電子的に作成することと、
　（ｂ）背景及び前景を有する第１の電子画像を電子的に作成することと、
　（ｃ）前景を有する第２の電子画像を電子的に作成することと、
　（ｄ）第１の色及び第１の孔を含む第１のパターン色空間を電子的に作成することであ
って、前記第１の孔が前記第１のパターン色空間内の位置を有し、前記第１の孔が前記第
１の色が存在しない前記第１のパターン色空間内の位置であることと、
　（ｅ）前記第１の色及び第２の色を含む第２のパターン色空間を電子的に作成すること
であって、前記第２の色が前記第２のパターン色空間内の位置を有し、前記第２のパター
ン色空間内の前記第２の色の位置が前記第１のパターン色空間内の前記第１の孔の位置に
対応することと、
　（ｆ）第３の色及び第２の色を含む第３のパターン色空間を電子的に作成することであ
って、前記第２の色が前記第３のパターン色空間内の位置を有し、前記第３のパターン色
空間内の前記第２の色の位置が前記第１のパターン色空間内の前記第１の孔の位置に対応
することと、
　（ｇ）
　（ｇ１）前記第２のパターン色空間を使用して前記第１の電子画像の前記背景を電子的
に色塗りし、
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　（ｇ２）前記第１のパターン色空間を使用して前記第１の電子画像の前記前景を電子的
に色塗りし、
　（ｇ３）前記第３のパターン色空間を使用して、前記第２の電子画像の前記前景を電子
的に色塗りする
ことにより、前記電子画像領域を電子的に色塗りすることと、
　（ｈ）観察者の視野角と照明源によって前記記録媒体に照明する角度との相対角度が第
１の角度であるときに前記第１の電子画像が視認可能であり且つ観察者の視野角と照明源
によって前記記録媒体に照明する角度との相対角度が第２の角度であるときに前記第２の
電子画像が視認可能であるように、マーキング材料を使用して前記記録媒体上に前記電子
画像領域をレンダリングすることであって、前記第２の角度が前記第１の角度と等しくな
く、観察者の視野角と照明源によって前記記録媒体に照明する角度との前記相対角度が前
記第２の角度であるときに前記第１の電子画像が視認可能でないこととを備える、方法。
【請求項２】
　前記第１のパターン色空間内の前記レンダリングされた前景が略粗面である、請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の電子画像の前記レンダリングされた背景が略滑面である、請求項１に記載の
方法。
【請求項４】
　記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングするシステムにおいて、
　電子画像領域と、背景及び前景を有する第１の電子画像と、前景を有する第２の電子画
像と、第１のパターン色空間と、第２のパターン色空間と、第３のパターン色空間とを電
子的に作成するプロセッサであって、
　前記第１のパターン色空間が第１の色及び第１の孔を含み、前記第１の孔が前記第１の
パターン色空間内の位置を有し、前記第１の孔が前記第１の色が存在しない前記第１のパ
ターン色空間内の位置であり、
　前記第２のパターン色空間が前記第１の色及び第２の色を含み、前記第２の色が前記第
２のパターン色空間内の位置を有し、前記第２のパターン色空間内の前記第２の色の位置
が前記第１のパターン色空間内の前記第１の孔の位置に対応し、
　前記第３のパターン色空間が第３の色及び第２の色を含み、前記第２の色が前記第３の
パターン色空間内の位置を有し、前記第３のパターン色空間内の前記第２の色の位置が前
記第１のパターン色空間内の前記第１の孔の位置に対応し、
　前記プロセッサが、
　（ａ１）前記第１のパターン色空間を使用して前記第１の電子画像の前記前景を電子的
に色塗りし、
　（ａ２）前記第２のパターン色空間を使用して前記第１の電子画像の前記背景を電子的
に色塗りし、
　（ａ３）前記第３のパターン色空間を使用して、前記第２の電子画像の前記前景を電子
的に色塗りする
ことにより、前記電子画像領域を電子的に色塗りするプロセッサと、
　観察者の視野角と照明源によって前記記録媒体に照明する角度との相対角度が第１の角
度であるときに前記第１の電子画像が視認可能であり且つ観察者の視野角と照明源によっ
て前記記録媒体に照明する角度との相対角度が第２の角度であるときに前記第２の電子画
像が視認可能であるように、マーキング材料を使用して前記記録媒体上に前記電子画像領
域をレンダリングする印刷エンジンであって、前記第２の角度が前記第１の角度と等しく
なく、観察者の視野角と照明源によって前記記録媒体に照明する角度との前記相対角度が
前記第２の角度であるときに前記第１の電子画像が視認可能でない印刷エンジンとを備え
る、システム。
【請求項５】
　前記レンダリングされた前記第１の電子画像の前景が略粗面である、請求項４に記載の
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システム。
【請求項６】
　記録媒体において、
　基材と、
　前記基材上に形成されるマーキング材料とを備え、
　前記基材の第１の領域において、第１の画像を形成する前記マーキング材料が第１の色
であり且つ非平滑構造を有し、前記非平滑構造が前記第１の画像内の第１及び第２の位置
によって実現され、前記第１の画像内の前記第１の位置が前記第１の色に対応するマーキ
ング材料が前記基材上に存在しない位置であり、前記第１の画像内の前記第２の位置が前
記第１の色に対応するマーキング材料が前記基材上に形成される位置であり、前記第１の
画像の前記第１の位置が第１のマーキング材料高さを有し、前記第１の画像の前記第２の
位置が第２のマーキング材料高さを有し、前記第１の画像の前記第１の位置の前記第１の
マーキング材料高さが前記第１の画像の前記第２の位置の前記第２のマーキング材料高さ
と等しくなく、
　前記基材の第２の領域において、第２の画像を形成する前記マーキング材料が、前記第
１の色及び第２の色であり且つ平滑構造を有し、前記平滑構造が前記第２の画像内の第１
及び第２の位置によって実現され、前記第２の画像内の前記第１の位置が前記第１の色に
対応するマーキング材料が前記基材上に形成される位置であり、前記第２の画像内の前記
第２の位置が前記第２の色に対応するマーキング材料が前記基材上に形成される位置であ
り、前記第２の画像の前記第１の位置が第１のマーキング材料高さを有し、前記第２の画
像の前記第２の位置が第２のマーキング材料高さを有し、前記第２の画像の前記第１の位
置の前記第１のマーキング材料高さが前記第２の画像の前記第２の位置の前記第２のマー
キング材料高さと略等しく、
　前記基材の第３の領域において、第３の画像を形成する前記マーキング材料が、第３の
色及び前記第２の色であり且つ平滑構造を有し、前記平滑構造が前記第３の画像内の第１
及び第２の位置によって実現され、前記第３の画像内の前記第１の位置が前記第３の色に
対応するマーキング材料が前記基材上に形成される位置であり、前記第３の画像内の前記
第２の位置が前記第２の色に対応するマーキング材料が前記基材上に形成される位置であ
り、前記第３の画像の前記第１の位置が第１のマーキング材料高さを有し、前記第３の画
像の前記第２の位置が第２のマーキング材料高さを有し、前記第３の画像の前記第１の位
置の前記第１のマーキング材料高さが前記第３の画像の前記第２の位置の前記第２のマー
キング材料高さと略等しく、
　観察者の視野角と照明源によって前記記録媒体に照明する角度との相対角度が第１の角
度であるときに前記第１の画像が視認可能であり、
　観察者の視野角と照明源によって前記記録媒体に照明する角度との相対角度が前記第１
の角度と等しくない第２の角度であるときに前記第３の画像が視認可能であり、
　観察者の視野角と照明源によって前記記録媒体に照明する角度との相対角度が前記第２
の角度であるときに前記第１の画像が視認可能でない、記録媒体。
【請求項７】
　記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングする方法において、
　（ａ）電子画像領域を電子的に作成することと、
　（ｂ）背景及び前景を有する第１の電子画像を電子的に作成することと、
　（ｃ）前景を有する第２の電子画像を電子的に作成することと、
　（ｄ）第１の色及び第１の孔を含む第１のパターン色空間を電子的に作成することであ
って、前記第１の孔が前記第１のパターン色空間内の位置を有し、前記第１の孔が前記第
１の色が存在しない前記第１のパターン色空間内の位置であることと、
　（ｅ）前記第１の色及び第２の色を含む第２のパターン色空間を電子的に作成すること
であって、前記第２の色が前記第２のパターン色空間内の位置を有し、前記第２のパター
ン色空間内の前記第２の色の位置が前記第１のパターン色空間内の前記第１の孔の位置に
対応することと、
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　（ｆ）第３の色及び第３の孔を含む第３のパターン色空間を電子的に作成することであ
って、前記第３の孔が前記第３のパターン色空間内の位置を有し、前記第３の孔が前記第
３の色が存在しない前記第３のパターン色空間内の位置であることと、
　（ｇ）
　（ｇ１）前記第１のパターン色空間を使用して前記第１の電子画像の前記背景を電子的
に色塗りし、
　（ｇ２）前記第２のパターン色空間を使用して前記第１の電子画像の前記前景を電子的
に色塗りし、
　（ｇ３）前記第３のパターン色空間を使用して前記第２の電子画像の前記前景を電子的
に色塗りする
ことにより、前記電子画像領域を電子的に色塗りすることと、
　（ｈ）観察者の視野角と照明源によって前記記録媒体に照明する角度との相対角度が第
１の角度であるときに前記第１の電子画像が視認可能であり且つ観察者の視野角と照明源
によって前記記録媒体に照明する角度との相対角度が第２の角度であるときに前記第２の
電子画像が視認可能であるように、マーキング材料を使用して前記記録媒体上に前記電子
画像領域をレンダリングすることであって、前記第２の角度が前記第１の角度と等しくな
く、観察者の視野角と照明源によって前記記録媒体に照明する角度との前記相対角度が前
記第１の角度であるときに前記第２の電子画像が視認可能でないこととを備える、方法。
【請求項８】
　前記第３のパターン色空間内の前記第３の孔の位置が前記第１のパターン色空間内の前
記第１の孔の位置に対応する、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングするシステムにおいて、
　電子画像領域と、背景及び前景を有する第１の電子画像と、前景を有する第２の電子画
像と、第１のパターン色空間と、第２のパターン色空間と、第３のパターン色空間とを電
子的に作成するプロセッサであって、
　前記第１のパターン色空間が第１の色及び第１の孔を含み、前記第１の孔が前記第１の
パターン色空間内の位置を有し、前記第１の孔が前記第１の色が存在しない前記第１のパ
ターン色空間内の位置であり、
　前記第２のパターン色空間が前記第１の色及び第２の色を含み、前記第２の色が前記第
２のパターン色空間内の位置を有し、前記第２のパターン色空間内の前記第２の色の位置
が前記第１のパターン色空間内の前記第１の孔の位置に対応し、
　前記第３のパターン色空間が第３の色及び第３の孔を含み、前記第３の孔が前記第３の
パターン色空間内の位置を有し、前記第３の孔が前記第３の色が存在しない前記第３のパ
ターン色空間内の位置であり、
　前記プロセッサが、
　（ａ１）前記第１のパターン色空間を使用して前記第１の電子画像の前記背景を電子的
に色塗りし、
　（ａ２）前記第２のパターン色空間を使用して前記第１の電子画像の前記前景を電子的
に色塗りし、
　（ａ３）前記第３のパターン色空間を使用して前記第２の電子画像の前記前景のみを電
子的に色塗りする
ことにより、前記電子画像領域を電子的に色塗りするプロセッサと、
　観察者の視野角と照明源によって前記記録媒体に照明する角度との相対角度が第１の角
度であるときに前記第１の電子画像が視認可能であり且つ観察者の視野角と照明源によっ
て前記記録媒体に照明する角度との相対角度が第２の角度であるときに前記第２の電子画
像が視認可能であるように、マーキング材料を使用して前記記録媒体上に前記電子画像領
域をレンダリングする印刷エンジンであって、前記第２の角度が前記第１の角度と等しく
なく、観察者の視野角と照明源によって前記記録媒体に照明する角度との前記相対角度が
前記第１の角度であるときに前記第２の電子画像が視認可能でない印刷エンジンとを備え



(5) JP 6796459 B2 2020.12.9

10

20

30

40

50

る、システム。
【請求項１０】
　記録媒体において、
　基材と、
　前記基材上に形成されるマーキング材料とを備え、
　前記基材の第１の領域において、第１の画像を形成する前記マーキング材料が第１の色
であり且つ非平滑構造を有し、前記非平滑構造が前記第１の画像内の第１及び第２の位置
によって実現され、前記第１の画像内の前記第１の位置が前記第１の色に対応するマーキ
ング材料が前記基材上に存在しない位置であり、前記第１の画像内の前記第２の位置が前
記第１の色に対応するマーキング材料が前記基材上に形成される位置であり、前記第１の
画像の前記第１の位置が第１のマーキング材料高さを有し、前記第１の画像の前記第２の
位置が第２のマーキング材料高さを有し、前記第１の画像の前記第１の位置の前記第１の
マーキング材料高さが前記第１の画像の前記第２の位置の前記第２のマーキング材料高さ
と等しくなく、
　前記基材の第２の領域において、第２の画像を形成する前記マーキング材料が、前記第
１の色及び第２の色であり且つ平滑構造を有し、前記平滑構造が前記第２の画像内の第１
及び第２の位置によって実現され、前記第２の画像内の前記第１の位置が前記第１の色に
対応するマーキング材料が前記基材上に形成される位置であり、前記第２の画像内の前記
第２の位置が前記第２の色に対応するマーキング材料が前記基材上に形成される位置であ
り、前記第２の画像の前記第１の位置が第１のマーキング材料高さを有し、前記第２の画
像の前記第２の位置が第２のマーキング材料高さを有し、前記第２の画像の前記第１の位
置の前記第１のマーキング材料高さが前記第２の画像の前記第２の位置の前記第２のマー
キング材料高さと略等しく、
　前記基材の第３の領域において、第３の画像を形成する前記マーキング材料が、第３の
色であり且つ非平滑構造を有し、前記非平滑構造が前記第３の画像内の第１及び第２の位
置によって実現され、前記第３の画像内の前記第１の位置が前記第３の色に対応するマー
キング材料が前記基材上に存在しない位置であり、前記第３の画像内の前記第２の位置が
前記第３の色に対応するマーキング材料が前記基材上に形成される位置であり、前記第３
の画像の前記第１の位置が第１のマーキング材料高さを有し、前記第３の画像の前記第２
の位置が第２のマーキング材料高さを有し、前記第３の画像の前記第１の位置の前記第１
のマーキング材料高さが前記第３の画像の前記第２の位置の前記第２のマーキング材料高
さと等しくなく、
　観察者の視野角と照明源によって前記記録媒体に照明する角度との相対角度が第１の角
度であるときに前記第２の画像が視認可能であり、
　観察者の視野角と照明源によって前記記録媒体に照明する角度との相対角度が前記第１
の角度と等しくない第２の角度であるときに前記第３の画像が視認可能であり、
　観察者の視野角と照明源によって前記記録媒体に照明する角度との相対角度が前記第１
の角度であるときに前記第３の画像が視認可能でない、記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　セキュリティ対策を必要とする従来の印刷プロセスにおいて、特殊イメージング特性を
有するパターン色空間がセキュリティ対策を提供して印刷物の偽造を防止するために利用
されている。
【０００２】
　さらに、従来の印刷プロセスにおいて、パターン色空間は、印刷ロゴ、シリアル番号、
座席位置又は他の種類の印刷物上の固有の識別情報などの可変データにおいて部分的に利
用されている。
【０００３】
　セキュリティ用途において、改変や偽造を防止又は妨げる文書に情報を追加することが
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望ましい。これらのセキュリティ要素は、文書の全体的な美観と競合することがある。
【０００４】
　特殊イメージングは、不正の保護や偽造防止対策を提供するために印刷物において従来
使用されている。いくつかの例は、処方箋、契約書、文書、クーポン及びチケットにおけ
るものである。通常、いくつかの特殊イメージング技術は、文書内の様々な位置で使用さ
れている。しかしながら、特殊イメージングテキスト技術は、文書内で空間を要する。
【０００５】
　従来の特殊イメージング技術の１つの例は、設計者が文書のセキュリティ要素のために
矩形領域を使用することを制限する。これは、ヘッダー、フッター又は文書の同様の領域
にセキュリティ要素を配置するために許容可能である。しかしながら、矩形のセキュリテ
ィ要素は、他の文書領域において「魅力的」のようではないことがある。
【０００６】
　図１及び図２を参照すると、矩形領域に制限された文書のセキュリティ要素において通
常の特殊イメージング技術が実現される。これは、「設計」自由度に関して静的（すなわ
ち、非動的）特殊イメージングマークを提供する現在の特殊イメージング能力の例である
。
【０００７】
　図１において、矩形のフッターは、矩形領域の右側にグロスマーク（ＧｌｏｓｓＭａｒ
ｋ）（商標）のテキストを組み込んだロゴを提供する。また、他の種類の矩形要素である
マイクロテキストラインは、図１における図表の一部として含まれている。
【０００８】
　図２において、グロスマーク（ＧｌｏｓｓＭａｒｋ）（商標）のテキストは、下部の矩
形領域において使用され、蛍光テキストは、左上の矩形領域において使用され、マイクロ
テキストラインは、駐車許可証の中央左部にある。これらの要素は、セキュリティの文脈
において有用であるが、美的価値を欠いている。
【０００９】
　従来の特殊イメージング技術の例は、米国特許第８，３１０，７１８号明細書；米国特
許第７，３２４，２４１号明細書；米国特許第７，３９１，５２９号明細書；米国特許出
願公開第２００７／０１３９６８０号明細書；米国特許出願公開第２００７／０１３９６
８１号明細書；米国特許出願公開第２００９／０２０７４３３号明細書；米国特許出願公
開第２００９／０２６２４００号明細書；米国特許出願公開第２０１０／０２１４５９５
号明細書；米国特許出願公開第２０１０／０２３８５１３号明細書；米国特許出願公開第
２０１１／００１２７３３１号明細書；米国特許出願公開第２０１１／０１９１６７０号
明細書；米国特許出願公開第２０１１／０２０５５６９号明細書；米国特許出願公開第２
０１２／０１４０２９０号明細書；２０１２年１１月７日に出願された同時係属の米国特
許出願第１３／６７１，０７１号；及び、２０１３年２月２６日に出願された同時係属の
米国特許出願第１３／７７６，８６８号に開示されている。
【００１０】
　１つの従来の特殊イメージング技術において、その方法は、ページ記述言語におけるパ
ターン色空間の可変部を定義することと、ページ記述言語におけるパターン色空間の固定
部を定義することと、ページ記述言語におけるパターン色空間についての境界形状を定義
することと、ページ記述言語における境界形状内の可変及び固定部を色塗りするための手
順を定義することとを含む。
【００１１】
　この従来の特殊イメージング技術において、パターン色空間の可変部は、印刷ジョブに
関連付けられた可変データに少なくとも部分的に基づいており、印刷ジョブ内の少なくと
も１つのオブジェクトは、色パラメータについてのパターン色空間を特定する。
【００１２】
　他の従来のセキュリティ印刷技術において、その方法は、特定の角度から１つの色且つ
他の角度から他の色としてみえるカラーシフトインクの使用を含む。換言すれば、カラー
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シフト効果を実現するために特殊インクが必要とされる。
【００１３】
　例えば、印刷された通貨についての印刷されたセキュリティ特徴は、紙幣の前面におけ
る隅部に配置された数字を印刷するためにカラーシフトインクを利用する。具体的には、
１００米ドル紙幣において、紙幣の前面における隅部に額面金額を印刷するための緑色の
使用は、灰色に「シフト」し、紙幣が視野角を変化させるように前後に傾けられると緑に
戻る。
【００１４】
　「光学的可変インク」は、広く市販されておらず、固定角度からパターンを「みて」複
製するいかなる複写機によっても複製することができない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　したがって、特殊インク又はマーキング材料を必要とせず、さらに従来の複写機及び／
又はスキャナによって容易に複製することができないカラーシフトを利用する特殊イメー
ジング技術を提供することが望ましい。
【００１６】
　さらに、可変データインテリジェントポストスクリプト（商標）プリントウェア（Ｖａ
ｒｉａｂｌｅ－Ｄａｔａ　Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｔ　ＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔ　Ｐｒｉｎｔ
ｗａｒｅ）ワークフローに適用可能であり、且つ、単一時間に画像を送信し、その後にデ
ィジタルフロントエンドに可変テキスト文字列のみを送信する特殊イメージング技術を提
供することが望ましい。
【００１７】
　さらにまた、変動スケーラブル光沢効果を利用した特殊イメージング技術を提供するこ
とが望ましい。
【００１８】
　図面は、様々な実施形態を図示する目的のためのみであり、限定するものとして解釈さ
れるべきではない。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図１は、セキュリティ要素を有する印刷物の例を示している。
【図２】図２は、セキュリティ要素を有する印刷物の他の例を示している。
【図３】図３は、本願明細書に記載された例示的な方法の１つ以上の態様を実現するのに
適した印刷システムのブロック図である。
【図４】図４は、本願明細書に記載された例示的な方法の１つ以上の態様を実現するのに
有用なディジタルフロントエンドコントローラのブロック図である。
【図５】図５は、可変データを使用して作成されたパターン色空間を有して印刷された特
定のオブジェクトを有するグラフィック画像の例示的な実施形態を示している。
【図６】図６は、可変データを使用して作成されたパターン色空間の例示的な実施形態を
示している。
【図７】図７は、図６のパターン色空間で埋められたオブジェクトを有する図５のグラフ
ィック画像の一部を示している。
【図８】図８は、可変データを使用したパターン色空間の他の例示的な実施形態で埋めら
れた他のオブジェクトを有する図５のグラフィック画像の他の一部を示している。
【図９】図９は、印刷ジョブの処理に関連して使用するためのパターン色空間を作成する
プロセスの例示的な実施形態である。
【図１０】図１０は、「典型的な」グロスマーク（ＧｌｏｓｓＭａｒｋ）（商標）フォン
ト要素を示している。
【図１１】図１１は、相関マーク（ＣｏｒｒｅｌａｔｉｏｎＭａｒｋ）（商標）文字列の
例を示している。
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【図１２】図１２は、グロスマーク（ＧｌｏｓｓＭａｒｋ）（商標）文字列の例を示して
いる。
【図１３】図１３は、非特殊インク又はマーキング材料を使用したカラーシフトインク画
像の例を示している。
【図１４】図１４は、２層マイクロ光沢画像の例を示している。
【図１５】図１５は、グロスマークの例を示している。
【図１６】図１６は、マイクログロスマークの例を示している。
【図１７】図１７は、一方が他方よりも相対的に平滑な２つの異なるパターンを使用した
場合の光沢効果の例を示している。
【図１８】図１８は、図１７の逆光沢効果の例を示している。
【図１９】図１９は、暗いピクセルを加えた図１７の例を示している。
【図２０】図２０は、カラーマッチングを改善するために画像に対して構造及び色の双方
を追加するＵＶ／蛍光の例を示している。
【図２１】図２１は、基材が通してみえるのを可能とする孔を有する印刷された画像の一
部を示している。
【図２２】図２２は、孔が基材の色と一致するマーキング材料で埋められた基材が通して
みえるのを可能とする孔を有する印刷された画像の一部を示している。
【図２３】図２３は、マーキング材料によってレンダリングされた場合に変動光沢効果を
有する電子画像を作成するためのフローチャートを示している。
【図２４】図２４は、マーキング材料によってレンダリングされた場合に粗面を有する第
１の色及び孔を有する電子画像領域を図示している。
【図２５】図２５は、第１の画像が第１の色及び第２の色から構成され、マーキング材料
によってレンダリングされた場合に第１の画像が位置する滑面を有する、第１の色及び孔
を有する電子画像領域を図示している。
【図２６】図２６は、第１の画像が第１の色及び第２の色から構成され、第２の画像が第
３の色から構成され、第２の画像が、マーキング材料によってレンダリングされた場合に
、第１の画像が配置された滑面と、第２の画像が第１の画像と交差しない粗面とを有する
、第１の色及び孔を有する電子画像領域を図示している。
【図２７】図２７は、粗面を形成するためにマーキング材料によってレンダリングされた
図２４の電子画像領域を図示している。
【図２８】図２８は、滑面を形成するためにマーキング材料によってレンダリングされた
図２５の電子画像領域の第１の画像を図示している。
【図２９】図２９は、第２の画像が第１の画像と交差しない粗面を形成するためにマーキ
ング材料によってレンダリングされた図２６の電子画像領域の第２の画像を図示している
。
【図３０】図３０は、第２の画像が第１の画像と交差する滑面を形成するためにマーキン
グ材料によってレンダリングされた図２６の電子画像領域の第２の画像を図示している。
【図３１】図３１は、レンダリングされた記録媒体を図示しており、レンダリングされた
記録媒体は、画像「第１の層」を明らかにするために第１の角度で示されている。
【図３２】図３２は、図３１のレンダリングされた記録媒体を図示しており、レンダリン
グされた記録媒体は、画像「２」を明らかにするために第２の角度で示されている。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　一般的な理解のために、図面が参照される。図面において、同様の参照符号が同一又は
同等の要素を指定するために全体を通して使用されている。また、図面は、縮尺どおりに
描かれていない可能性があり、特定の領域は、特徴及び概念を適切に説明することができ
るように偏って意図的に描かれている可能性があることに留意されたい。
【００２１】
　用語「データ」は、本願明細書において、情報を示すか又は含む物理的信号を指す。物
理光のパターン又は前記物理光を表すデータの集合としての「画像」は、文字、単語及び
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テキストのみならず、グラフィックスなどの他の特徴を含むことができる。
【００２２】
　「ディジタル画像」は、同じ方向でさらに進めると、ディジタルデータの集合によって
表された画像である。画像は、それぞれが画像自体である「セグメント」に分割されるこ
とができる。画像のセグメントは、全体画像までの且つ全体画像を含む任意のサイズから
なることができる。
【００２３】
　本願明細書において使用される用語「画像オブジェクト」又は「オブジェクト」は、用
語「セグメント」と一般に等価であると当該技術分野において考えられると思われ、本願
明細書において互換的に使用される。
【００２４】
　物理光を表すデータから構成されるディジタル画像において、データの各要素は、当該
技術分野において一般に使用され且つ画素を指す「ピクセル」と称されることができる。
各ピクセルは、位置及び値を有する。各ピクセル値は、画像の「バイナリ形式」において
はビットであり、画像の「グレースケール形式」においてはグレースケール値であり、又
は、画像の「色座標形式」においては色空間座標のセットであり、バイナリ形式、グレー
スケール形式及び色座標形式は、それぞれ、画像を定義する２次元アレイである。
【００２５】
　動作は、画像の一部に関連するデータの項目について動作する場合に「画像処理」を実
行する。
【００２６】
　「コントラスト」は、項目、データ点などの間の視覚的差異を示すために使用される。
それは、色差若しくは輝度差又は双方として測定されることができる。
【００２７】
　ディジタルカラー印刷システムは、画像データを受け入れ、基材上にその画像データを
レンダリングするのに適した装置構成である。
【００２８】
　「ＲＧＢカラーモデル」は、赤色、緑色及び青色光が色の広いアレイを再現するために
様々な方法で一体に加法される加色モデルである。モデル名は、赤色、緑色及び青色の３
つの加法原色の頭文字に由来する。
【００２９】
　ＲＧＢカラーモデルの主目的は、電子システムにおける画像の検出、提示及び表示であ
る。ＲＧＢは、以下の装置依存のカラーモデルである：色要素及び個々のＲ、Ｇ及びＢレ
ベルに対するそれらの応答は製造業者毎に又は同じ装置上であっても経時的に変化するこ
とから、異なる装置は、所定のＲＧＢ値を異なって検出又は再現する。それゆえに、ＲＧ
Ｂ値は、いくつかの種類の色管理なしでは装置間で同じ色を定義しない。
【００３０】
　「ＣＭＹＫカラーモデル」は、カラー印刷において使用される減色モデルであり、また
、印刷処理自体を記述するために使用される。ＣＭＹＫは、いくつかのカラー印刷におい
て使用される以下の４つのインクを指す：シアン、マゼンタ、イエロー及びブラック。
【００３１】
　「着色剤」は、液体インク、固体インク、染料又は静電トナーとしての製剤において実
現することができる基本的な減法混色のＣ、Ｍ、Ｙ、Ｋ原色のうちの１つを指す。「着色
剤混合物」は、Ｃ、Ｍ、Ｙ、Ｋ着色剤の特定の組み合わせである。
【００３２】
　「赤外線マーク」は、通常光下で比較的解読することができず且つ赤外線カメラなどの
適切な赤外線検出素子によっては赤外線照明下でさらに解読することができるという特性
を有する画像に埋め込まれた透かしである。
【００３３】
　「条件等色」レンダリング／印刷は、４つ以上の着色剤によって印刷するときに達成す
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ることができるように、単一の視覚的な色をレンダリングするために複数の着色剤の組み
合わせを使用するための能力である。
【００３４】
　図３を参照すると、本願明細書に記載された例示的な実施形態の様々な態様を実現する
のに適した印刷システム（又は画像レンダリングシステム）１００が図示されている。
【００３５】
　本願明細書において使用される語「プリンタ」及び用語「印刷システム」は、ディジタ
ル複写機、電子写真及び複写印刷システム、製本機、ファクシミリ装置、複合機、インク
ジェット機、連続供給、枚葉印刷装置などの印刷コントローラ及び印刷エンジンを含むこ
とができ且つあらゆる目的のために印刷出力機能を実行することができる任意の装置及び
／又はシステムを包含する。
【００３６】
　印刷システム１００は、一般に、ユーザインターフェース１１０と、ディジタルフロン
トエンドコントローラ１２０と、少なくとも１つの印刷エンジン１３０とを含む。印刷エ
ンジン１３０は、印刷ジョブについて様々なサイズ及びコストの印刷媒体１３５へのアク
セスを有する。
【００３７】
　「印刷ジョブ」又は「文書」は、通常、通常は特定のユーザからの又は関連するオリジ
ナルの印刷ジョブシート又は電子文書ページ画像のセットから複写される１つ以上の照合
コピーセットである関連シートのセットである。定期的な印刷ジョブ（又は顧客ジョブ）
の送信のために、ディジタルデータは、一般に、印刷システム１００に送信される。
【００３８】
　機能切断を含むハードコピー出力の構成を管理するために印刷エンジン１３０によって
ジョブが印刷された後にソータ１４０が動作する。ユーザは、ユーザインターフェース１
１０を使用して又はワークステーション１５０を介して印刷システム１００にアクセスし
て操作することができる。ワークステーション１５０は、通信ネットワーク１６０を介し
て印刷システム１００と通信する。
【００３９】
　ユーザプロファイル、印刷用の作業生成物、メディアライブラリ及び様々な印刷ジョブ
パラメータは、ネットワーク１６０を介してワークステーション１５０又は印刷システム
１００によってアクセス可能なデータベース又はメモリ１７０に記憶されることができ、
又は、そのようなデータは、印刷システム１００を介して直接アクセスされることができ
る。１つ以上のカラーセンサ（図示しない）は、当該技術分野において公知のように、プ
リンタの用紙経路内に埋め込まれることができる。
【００４０】
　図４に関して、例示的なディジタルフロントエンドコントローラ２００がより詳細に示
されている。ディジタルフロントエンド２００は、機械実行可能プログラム命令を実行可
能なプロセッサ２０６などの１つ以上のプロセッサを含む。
【００４１】
　示された実施形態において、プロセッサは、バス２０２（例えば、バックプレーンイン
ターフェースバス、クロスオーバーバー又はデータネットワーク）と通信する。ディジタ
ルフロントエンド２００はまた、機械読み取り可能命令を記憶するために使用されるメイ
ンメモリ２０４を含む。メインメモリはまた、データを記憶可能である。メインメモリは
、代替的に、再プログラミング及び柔軟なデータ記憶装置をサポートするためにランダム
アクセスメモリ（ＲＡＭ）を含むことができる。バッファ２６６は、プロセッサによるア
クセスのためにデータを一時的に記憶するために使用される。
【００４２】
　プログラムメモリ２６４は、例えば、本願明細書に記載された方法の実施形態を実行す
る実行可能プログラムを含む。プログラムメモリ２６４は、バッファに含まれるデータの
少なくとも一部を記憶する。
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【００４３】
　ディジタルフロントエンド２００は、通信バス２０２から（又は図示しないフレームバ
ッファから）ディスプレイ２１０にデータを転送するディスプレイインターフェース２０
８を含む。ディジタルフロントエンド２００はまた、例えば、ハードディスクドライブ２
１４、及び／又は、コンピュータソフトウェア及び／又はデータを記憶するフロッピーデ
ィスク、磁気テープ、光ディスクなどのリムーバブル記憶装置２１８に対して読み取り及
び書き込みを行うリムーバブル記憶ドライブ２１６を含む補助メモリ２１２を含む。
【００４４】
　補助メモリ２１２は、代替的に、コンピュータプログラム又は他の命令がコンピュータ
システムにロードされるのを可能とする他の同様の機構を含む。そのような機構は、例え
ば、インターフェース２２０を介してデータを交換するように構成されるリムーバブル記
憶ユニット２２２を含む。そのような機構の例は、プログラムカートリッジ及び（ビデオ
ゲーム装置においてみられるような）カートリッジインターフェース、（ＥＰＲＯＭ又は
ＰＲＯＭなどの）リムーバブルメモリチップ及び関連ソケット、並びに、ソフトウェア及
びデータが転送されるのを可能とする他のリムーバブルユニット及びインターフェースを
含む。
【００４５】
　ディジタルフロントエンド２００は、ソフトウェア及びデータがディジタルフロントエ
ンド２００と外部装置との間で転送されるのを可能とするために入力及び出力の双方とし
て機能する通信インターフェース２２４を含む。通信インターフェースの例は、モデム、
（イーサネット（登録商標）カードなどの）ネットワークインターフェース、通信ポート
、ＰＣＭＣＩＡスロット及びカードなどを含む。
【００４６】
　（コンピュータ制御ロジックとも称される）コンピュータプログラムは、メインメモリ
２０４及び／又は補助メモリ２１２に記憶されることができる。コンピュータプログラム
はまた、通信インターフェース２２４を介して受信されることができる。そのようなコン
ピュータプログラムは、実行されると、コンピュータシステムが本願明細書において提供
される特徴及び機能を実行するのを可能とする。通信インターフェースを介して転送され
るソフトウェア及びデータは、例えば、電子、電磁、光又は通信インターフェースによっ
て受信可能な他の信号とすることができる信号の形式とすることができる。
【００４７】
　これらの信号は、信号を搬送する通信経路２２６（すなわち、チャネル）を介して通信
インターフェースに提供され、ワイヤ、ケーブル、光ファイバ、電話線、セルラーリンク
、ＲＦ又は他の通信チャネルを使用して実装されることができる。
【００４８】
　一般にディジタルフロントエンドの動作中にアクセスするために補助メモリ２１２に記
憶されたデータの一部は、到来した色信号を物理的機械信号に変換する変換テーブルのセ
ットである。
【００４９】
　この色信号は、４つのトナーシアン、マゼンタ、イエロー及びブラックについての物理
的露光信号へのＬ＊ａ＊ｂ＊、ＲＧＢ、ＸＹＺなどとしての通常は３成分である比色分析
値のいずれかとして表現されることができる。これらのテーブルは、一般に、ディジタル
フロントエンドの外部に作成されてダウンロードされるが、必要に応じて、いわゆる特性
化ステップにおいてディジタルフロントエンド内に作成される。
【００５０】
　以下の説明のいくつかにおいて、セキュリティ特徴を提供するために動的パターン生成
プロセスにおいて特殊なイメージング要素が使用される。
【００５１】
　例えば、特殊イメージング技術は、図５－図８に図示されるように、ポストスクリプト
（商標）構造などの標準的なページ記述言語構造を使用して特殊イメージング特徴を組み
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込んだパターン色空間を作成する。パターン色空間は、文書内のオブジェクト（例えば、
線、テキスト、幾何学的形状、フリーフォーム形状など）についての色パラメータ又はオ
ブジェクトの特性（例えば、線の色、記入色、前景色、背景色など）色として選択される
ことができる。
【００５２】
　特殊イメージング技術は、特殊画像オブジェクトを作成することによって実現すること
ができる。あるいは、特殊イメージング技術は、時には「パターンインク」と称されるパ
ターン色空間を作成するためにポストスクリプト（商標）構造などのページ記述言語構造
を使用して実現することができる。換言すれば、ページ記述言語内において、特殊イメー
ジングテキスト及び特殊画像パターンインクが実現されることができる。
【００５３】
　ページ上の指定された位置においてレンダリングされるように特定文字列を定義するよ
りもむしろ、動的に作成されたパターンインクを定義するために特殊イメージング文字列
が使用されることができる。このパターンインクは、他のページ記述言語描画によってそ
の後にアクセス可能であり、コマンド内の色パラメータとしての選択によってコマンドを
レンダリングする。
【００５４】
　図５を参照すると、例示的なグラフィックがパターンインクの動的作成のためのプロセ
スの例示的実施形態を図示している。特殊イメージングにより、シャツ並びに台車及びレ
ールは、可変データに基づいてセキュリティ要素に変更されることができる。
【００５５】
　この例において、グロスマーク（ＧｌｏｓｓＭａｒｋ）（商標）テキストの「タイル」
は、パターンインクとして定義される。このパターンインクは、静的特性を有して以前に
設計されることができる。あるいは、パターンインクは、対応する印刷ジョブの処理に関
連して動的に設計されることができる。以前に及び動的に設計されたパターンインクはま
た、双方とも、シャツについての文字列「シャツ」（図７を参照）及びカートについての
「カート」（図８を参照）によって図示されるように、印刷ジョブに関連付けられた可変
データを組み込むことができる。さらに、レールは、マイクロテキスト文字列（図８を参
照）を使用してレンダリングされる。
【００５６】
　文字列「ＸＥＲＯＸ！」（商標）についての特殊イメージンググロスマーク（Ｇｌｏｓ
ｓＭａｒｋ）（商標）テスト効果を含むパターンインクの例示的な実施形態は、以下の例
示的なポストスクリプト（商標）の擬似コードを使用して作成されることができる：
　テーブル－ＵＳ－００００１　／グロスフォント　／ノイエクラシック－ＧＬ－２４　
ｄｅｆ
　／グロスフォントサイズ　２８．８　ｄｅｆ
　／グロスフォント文字列　（ＸＥＲＯＸ！）　ｄｅｆ
　％％　これは、フォントパラメータを設定する。
　／パターンタイプ　１
　％％　特性のタイリングは、ホラディドットと同様に定義されることができる
　／ＢＢｏｘ　［０　０　グロスフォント文字列　文字列幅　ｐｏｐ　グロスフォントサ
イズ］
　／Ｘステップ　グロスフォント文字列　文字列幅　ｐｏｐ
　／Ｙステップ　小フォントサイズ
　％％　タイリング矩形についての幾何学的値
　／色塗りプロセス　｛０　０　ｍｏｖｅｔｏ　グロスフォント文字列　ｓｈｏｗ
　｝
　％％　これは、グロスフォント文字列マトリックス作成パターンによって定義される可
変データ文字列を作成する
　／グロステキスト色塗り　ｅｘｃｈ　ｄｅｆ
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　％％　グロステキスト色塗りとしてパターンを特定する
【００５７】
　図６は、上記ポストスクリプト（商標）擬似コードによって作成された例示的なパター
ンインク（又はパターン色空間）を示している。文字列「ＸＥＲＯＸ！」（商標）は、こ
のパターンインクについてのハーフトーンのテクスチャ変化として追跡することができる
。この例において、図６のパターン色空間は、後続のポストスクリプト（商標）描画コマ
ンドについての「カラー」又は「インク」選択として利用可能である。
【００５８】
　図６におけるパターンの幾何学的形状及び大きさは、パターンインクの固定部として特
徴付けすることができることに留意されたい。上記例において、パターンの幾何学的形状
及び大きさは、擬似コードの第１のステップにおいて作成される。
【００５９】
　１つの実施形態において、タイリングのために使用されるパターンインク（又はパター
ン色空間）は、ページの原点に関して（すなわち、パターンインクは、画像オブジェクト
を除いてページ上の全てのオブジェクトについて利用可能である）且つ特定のオブジェク
トに関してではなく定義される。
【００６０】
　例えば、これは、シャツの内側のグロスマーク（ＧｌｏｓｓＭａｒｋ）（商標）テキス
トが文字「Ｘ」又はページに関連したオブジェクトの位置に応じた文字列の任意の他の文
字から始まることができることを意味する。換言すれば、ページ上の異なる位置に描かれ
た２つの同一のシャツは、それらの開始位置が変化することから、異なる内部グロスマー
ク（ＧｌｏｓｓＭａｒｋ）（商標）パターンを有することができる。
【００６１】
　図７を参照すると、図６のパターンインクは、（「Ｘｅｒｏｘ！」（商標）よりもむし
ろ）可変データ文字列として語「シャツ」を使用した図５のシャツの塗りつぶしの色とし
て使用される。換言すれば、語「シャツ」は、図５のシャツ領域をレンダリングするため
に使用されるパターンインクを作成するためにグロスマーク（ＧｌｏｓｓＭａｒｋ）（商
標）テキストとして使用される。語「シャツ」は、パターンインクについてのタイルサイ
ズに基づく語の他の出現に関してタイリングされる。
【００６２】
　複数のパターンインクが定義可能である。例えば、マイクロテキストのラインから構成
されるパターンが定義され、グラフィックの下部にレールをレンダリングするために使用
されることができる。図８は、マイクロテキストを有するこのパターンインクを示すため
にレールの小領域の拡大を提供する。
【００６３】
　先に述べたように、特殊イメージング技術は、テキストベースとすることができ、テキ
ストは、フォントとして又は画像ベースでカプセル化された任意のシンボルである。従来
の特殊イメージング技術において、テキストベースの特殊イメージング技術は、画像ベー
スの従来の特殊イメージング技術がオフラインプロセスとして実行されるのに対して、リ
アルタイムで実現されることができ、ディジタルフロントエンドを介したポストスクリプ
ト（商標）データフローの内部で容易に行うことができない画像についての計算要件のた
めにリアルタイム能力をなくす。
【００６４】
　従来の特殊イメージング技術において、ポストスクリプト（商標）及びＰＤＦ（ポータ
ブルドキュメントフォーマット）などのページ記述言語におけるパターンインクは、通常
、パターンを繰り返すために使用され、本質的に、パターンインクは、定期的にページ全
体にわたってレイアウトされるタイルに対応する。
【００６５】
　例示的な状況において、各パターンインクは、ページ全体にわたってｘ方向及びｙ方向
の双方において繰り返される矩形領域である。後続のポストスクリプト（商標）コマンド
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は、所望のスポットにおいて印刷されたページに対してそのパターンを「公開」し、パタ
ーンインクの位相が元の定義に関して一定である。
【００６６】
　例えば、（Ｌａｂ空間においていう）同じ平均視覚的色を有するが非常に明確なトナー
の組み合わせである２つのパターンインクを定義することにより、（テキストベースの）
可変データＵＶ蛍光特殊イメージングが実現可能である。
【００６７】
　この例において、背景は、パターンインクの一方によって「色塗り」され、前景は他方
によって色塗りされ、異なるＵＶ蛍光を生じる。本質的に、特殊イメージング効果の要素
は、異なるパターンインクにロードされ、これら２つの要素によって後に選択的に「色塗
り」する。
【００６８】
　画像ベースのリアルタイム特殊イメージング技術について、上述したアプローチは、反
転される必要がある。換言すれば、画像は、パターンインクメモリにロードされる。これ
は、単一のパターンインクをもたらす。
【００６９】
　具体的には、画像ベースのリアルタイム特殊イメージング技術は、可変データ文字列と
ともに（グロスマーク（ＧｌｏｓｓＭａｒｋ）（商標）フォント又は相関マーク（Ｃｏｒ
ｒｅｌａｔｉｏｎＭａｒｋ）（商標）フォントなどの）特殊イメージングフォントを使用
し、特殊イメージングフォントを介して注入される「色塗り」としての画像を使用する。
【００７０】
　本願明細書に開示されるプロセスの様々な特徴は、任意の適切な組み合わせで、ハード
ウェア、ソフトウェア又はファームウェアを使用して実現されることができることに留意
されたい。
【００７１】
　印刷ジョブを処理するための画像ベースのリアルタイム特殊イメージング技術プロセス
は、ページ記述言語におけるそれとともに使用されることになる可変データを含む印刷ジ
ョブが印刷システムに関連付けられたディジタルフロントエンドにおいて受信されたとき
に開始される。印刷ジョブ内の少なくとも１つのオブジェクトは、印刷ジョブに起因する
印刷物についての不正の保護を提供する（グロスマーク（ＧｌｏｓｓＭａｒｋ）（商標）
フォント又は相関マーク（ＣｏｒｒｅｌａｔｉｏｎＭａｒｋ）（商標）フォントなどの）
特殊イメージングフォントを含む。
【００７２】
　そのような（グロスマーク（ＧｌｏｓｓＭａｒｋ）（商標）フォント又は相関マーク（
ＣｏｒｒｅｌａｔｉｏｎＭａｒｋ）（商標）フォントなどの）特殊イメージングフォント
がタイルのようにパターン色空間によって色塗りされるように、パターン色空間は、印刷
ジョブの実際の画像を使用して作成される。換言すれば、データ文字列は、（グロスマー
ク（ＧｌｏｓｓＭａｒｋ）（商標）フォント又は相関マーク（ＣｏｒｒｅｌａｔｉｏｎＭ
ａｒｋ）（商標）などの）特殊イメージングフォントを使用して作成され、特殊イメージ
ングフォントデータ文字列は、印刷ジョブの実際の画像によって色塗りされる。
【００７３】
　印刷ジョブを処理するための画像ベースのリアルタイム特殊イメージング技術プロセス
は、ページ記述言語において可変部を定義することによって；ページ記述言語においてパ
ターン色空間の固定部を定義することによってリアルタイムでグロスマーク（Ｇｌｏｓｓ
Ｍａｒｋ）（商標）又は相関マーク（ＣｏｒｒｅｌａｔｉｏｎＭａｒｋ）（商標）を作成
する。
【００７４】
　固定部は、ページ記述言語においてパターン色空間の境界形状を定義し；ページ記述言
語において印刷ジョブの画像とともに境界形状内の可変及び固定部を色塗りするための手
順を定義する印刷ジョブの画像である。可変部は、印刷ジョブに関連付けられた可変デー
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タに部分的に基づくことができる。固定部（「色塗り」）は、印刷ジョブの画像である。
【００７５】
　（グロスマーク（ＧｌｏｓｓＭａｒｋ）（商標）フォント又は相関マーク（Ｃｏｒｒｅ
ｌａｔｉｏｎＭａｒｋ）（商標）フォントなどの）特殊イメージングフォントを使用して
作成された可変データ文字列は、印刷ジョブの画像によって色塗りされ、特殊イメージン
グフォントにおける特殊イメージング効果は、グロスマーク（ＧｌｏｓｓＭａｒｋ）（商
標）又は相関マーク（ＣｏｒｒｅｌａｔｉｏｎＭａｒｋ）（商標）を作成するために２つ
の異なるパターンインクを使用する代わりに、色塗りとして使用される画像によってグロ
スマーク（ＧｌｏｓｓＭａｒｋ）（商標）又は相関マーク（ＣｏｒｒｅｌａｔｉｏｎＭａ
ｒｋ）（商標）を作成するために使用される。
【００７６】
　画像ベースのリアルタイム特殊イメージング技術の実現及び可変データ文字列の作成に
おいて、プロセスは、何の文字列が使用されようとしているのかを事前に把握しない。さ
らに、（ピクセルにおける）フォントのサイズが画像の大きさと比較される場合、選択さ
れた画像は、通常、正確にＮライン高さ及びＭ文字幅ではない。
【００７７】
　この状況を回避するために、図９に図示されるように、単一のパターンインクセル余白
がパターンセルの上部及び側部に作成される。好ましくは、単一のパターンインクセル余
白は、１回のみ作成され、パフォーマンスのためにパターンキャッシュに配置される。
【００７８】
　図９の「パターン」がページ全体にわたってタイリングされており、それゆえに余白が
全ての画像周囲になることから、垂直及び水平方向の双方に作成される限り、いずれの側
に余白が作成されるかは重要ではないことに留意されたい。
【００７９】
　余白の必要なサイズは、特殊イメージングフォントの特性から計算することができる。
垂直方向（図９の３２０）に関して、特殊イメージングフォントのライン高さは、余白の
高さ３２０として利用される。タイリングにより、画像ベースのリアルタイム特殊イメー
ジング技術は、画像の上下に余白のフルラインを作成する。
【００８０】
　効果を有する可変データ文字列を記述するとき、上限｛画像高さ／ライン高さ｝は、可
変データテキストのライン数である。可変データテキスト文字列がこの範囲にわたって拡
張していない場合、画像ベースのリアルタイム特殊イメージング技術は、（ａ）ブランク
「　」文字によって残りを埋めるか又は好ましくは（ｂ）文字列を複製することができる
【００８１】
　水平余白（３１０）は、２つの異なるシナリオによって決定されることができる。
【００８２】
　第１のシナリオにおいて、画像ベースのリアルタイム特殊イメージング技術は、物理的
に画像サイズに収まる文字列を取り扱う。余白に対する上限境界は、画像幅パラメータで
あろう。
【００８３】
　上限境界は、既知の文字列長制限［可変データフィールド長関連］によって拡張するこ
とができることに留意されたい。
【００８４】
　第２のシナリオにおいて、画像ベースのリアルタイム特殊イメージング技術は、画像の
側部（本質的にページの残り）にさらなる余白を追加する。これは、期待される文字列が
完全に不明であるときに利用される。
【００８５】
　パターンインク（図９）が作成されると、パターンインクは、可変データテキストを実
際にレンダリングするために「ペイントブラシ」としてここで使用される。全ての以前の
特殊イメージングアプローチとは対照的に、画像ベースのリアルタイム特殊イメージング
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技術は、供給されるフォントに組み込まれた特殊イメージング効果を使用し、本方法の「
一定」部としてパターンインク（図９）を使用する。
【００８６】
　色塗りとして使用される画像によるグロスマーク（ＧｌｏｓｓＭａｒｋ）（商標）又は
相関マーク（ＣｏｒｒｅｌａｔｉｏｎＭａｒｋ）（商標）を作成するために使用される特
殊イメージングフォントにおける特殊イメージング効果の例示的な実施形態は、以下の例
示的なポストスクリプト（商標）の擬似コードを使用して作成されることができる：
　％　画像及び余白からパターンインクを作成する
　％　ｘｐｉｘ　ｙｐｉｘ＝画像のピクセルライン
　％　ｘｓｉｚｅ　ｙｓｉｚｅ＝画像のサイズ
　％　ｘｍａｒｇｉｎ　ｙｍａｒｇｉｎ＝余白
　＜＜
　／パターンタイプ１
　／ペイントタイプ１
　／タイリングタイプ１
　／ＢＢｏｘ［ｘｍａｒｇｉｎ　ｙｍａｒｇｉｎ　ｘｓｉｚｅ　ｘｍａｒｇｉｎ　ａｄｄ
　ｘｇａｐ　ａｄｄ　ｙｓｉｚｅ　ｙｍａｒｇｉｎ　ａｄｄ　ｙｇａｐ　ａｄｄ］
　／ＸＳｔｅｐ　ｘｓｉｚｅ　ｘｇａｐ　ａｄｄ
　／ＹＳｔｅｐ　ｙｓｉｚｅ　ｙｇａｐ　ａｄｄ
　／ＰａｉｎｔＰｒｏｃ
　｛
　［ｘｓｉｚｅ　０　０　ｙｓｉｚｅ　ｘｍａｒｇｉｎ　ｙｍａｒｇｉｎ］　ｃｏｎｃａ
ｔ
　／ＩｍａｇｅＤｉｃｔ　８　ｄｉｃｔ　ｄｅｆ
　ＩｍａｇｅＤｉｃｔが開始する
　／画像タイプ　１　ｄｅｆ
　／幅ｘ　ｄｅｆ
　／高さｙ　ｄｅｆ
　／要素あたりビット　８　ｄｅｆ
　／ＩｍａｇｅＭａｔｒｉｘ［ｘｐｉｘ　０　０　－ｙｐｉｘ　０　ｙｐｉｘ］　ｄｅｆ
　／データソース　画像ファイル　ｄｅｆ
　／Ｄｅｃｏｄｅ［０　１　０　１　０　１］　ｄｅｆ
　ｅｎｄ
　色空間　ｓｅｔｃｏｌｏｒｓｐａｃｅ
　ＩｍａｇｅＤｉｃｔ　ｉｍａｇｅ
　ｉｍｇＦｉｌｅ　ｒｅｓｅｔｆｉｌｅ
　｝
　＞＞
　マトリックス
　ｍａｋｅｐａｔｔｅｒｎ　ｓｅｔｐａｔｔｅｒｎ
　％　ｆｓ＝フォント高さ
　／ｌｉｎｅｓ　ｙｓｉｚｅ　ｆｓ　ｄｉｖ　ｃｅｉｌｉｎｇ　ｃｖｉ　ｄｅｆ
　／ＮｅｕｅＳｅｃｕｒｉｔｙ－Ｂｏｌｄ－ＣＲ－３６　ｆｓ　ｓｅｌｅｃｔｆｏｎｔ
　％　全体画像を作成するために十分なラインを書き込む
　ライン
　｛
　ｘ　ｙ　ｆｓ　ＤＥＣ　ｍｕｌ　ｓｕｂ　ｍｏｖｅｔｏ
　ｓｔｒ　ｓｈｏｗ
　／ｙ　ｙ　ｆｓ　ａｄｄ　ｄｅｆ
　｝　リピート
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　可変又はパーソナライズされたデータは、その後、パターンインクで相関マーク（Ｃｏ
ｒｒｅｌａｔｉｏｎＭａｒｋ）（商標）又はグロスマーク（ＧｌｏｓｓＭａｒｋ）（商標
）フォントを使用して書かれる。図１０は、「例示的な」グロスマーク（ＧｌｏｓｓＭａ
ｒｋ）（商標）フォント要素を示している（この場合には、文字「Ａ」（４１０））。
【００８７】
　図１１及び図１２は、それぞれ、パターンインク（図９）として同じ画像を使用して色
塗りされた相関マーク（ＣｏｒｒｅｌａｔｉｏｎＭａｒｋ）（商標）及びグロスマーク（
ＧｌｏｓｓＭａｒｋ）（商標）文字列（ＸＥＲＯＸ）（商標）の拡大部分（５００及び６
００）を示している。特殊イメージング効果及びテキストが維持されている内部構造が明
確に視認可能である。
【００８８】
　具体的には、図１１において、破線ボックス５１０は、相関マーク（Ｃｏｒｒｅｌａｔ
ｉｏｎＭａｒｋ）（商標）文字列（ＸＥＲＯＸ）（商標）の（５１５がトレースされてい
る）文字Ｘを囲んでいる。さらに、図１２において、破線ボックス６１０は、グロスマー
ク（ＧｌｏｓｓＭａｒｋ）（商標）文字列（ＸＥＲＯＸ）（商標）の（６１５がトレース
されている）文字Ｘを囲んでいる。
【００８９】
　図１１及び図１２から、全ての領域が特殊イメージング効果のために所定割合の「余白
」を維持していることから、画像の利用可能なダイナミックレンジが失われることに留意
されたい。
【００９０】
　さらに、さらなる余白に起因して画像が通常経路において色塗りされたものよりも画像
が「明るく」なることに留意されたい。しかしながら、暗さ調整は、オフラインステップ
において行うことができる。さらに、暗さは、ポストスクリプト（商標）データ内の単純
なデータスケールを使用することによって近似的に調整することができる。
【００９１】
　特殊マークを設けた例は、所定の角度からの１つの色と他の角度から他の色としてみえ
るカラーシフトインクの使用である。従来、カラーシフトは、特殊インク又はマーキング
材料を必要とした。
【００９２】
　特殊インク又はマーキング材料の使用を回避するために、カラーシフト結果は、２つの
異なる色のパターンを作成することによって実現されることができ、各色は異なる高さを
有し、色のうちの少なくとも１つは、例えば１ピクセル幅ラインなどの非常に細いライン
によって作成される。
【００９３】
　図１３に図示されるように、ちょうど７１０／７３０の場合ではなく７１０／７２０及
び７３０／７２０によるカラーシフトがあることに留意されたい。７１０／７３０の交差
は、シフト時に実質的に消える異なるラインを形成する。
【００９４】
　例えば、図１３に図示されるように、カラーシフト画像７００は、２つの色７１０及び
７３０を使用して作成されることができる。各色７１０及び７３０は、マーキング材料高
さＨ１を有する。カラーシフト画像７００は、さらに、マーキング材料高さＨ２を有する
第３の色７２０を含み、マーキング材料高さＨ２は、マーキング材料高さＨ１よりも大き
い。
【００９５】
　１つの例において、２つの色７１０及び７３０は、シアン（Ｃ）及びマゼンタ（Ｍ）と
することができる一方で、第３の色７２０は、色７２０が１００％ブラック（Ｋ）と、５
０％のシアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）及びイエロー（Ｙ）とから構成されることができる
ようにコンポジットブラックとすることができる。コンポジットブラック（第３の色７２
０）は、マーキング材料高さＨ１よりも２．５倍大きいマーキング材料高さＨ２を有する
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。
【００９６】
　図１３の例において、高い色である黒７２０は、低い色７１０及び７３０（シアン及び
マゼンタ）よりも広いことに留意されたい。最小のマゼンタ又はシアンの正方形が１ピク
セルであってもよい。
【００９７】
　低い色が高い色よりも広い逆の場合はカラーシフトをもたらさないことにさらに留意さ
れたい。
【００９８】
　カラーシフトは、従来の米国通貨は、金から緑に移行するのに対して、黒及びマゼンタ
から黒に移行することができることに留意されたい。
【００９９】
　また、低い色は、単一の色成分マーキング材料を使用して作成されてもよく、単一の色
マーキング材料は、シアンに着色されたマーキング材料（トナー）、マゼンタに着色され
たマーキング材料（トナー）又は黄色に着色されたマーキング材料（トナー）とすること
ができることに留意されたい。低い色が単一の色成分マーキング材料を使用して作成され
た場合、カラーシフト領域の背景は、低い色に関連付けられた単一の色成分マーキング材
料によってレンダリングされることができる。その後、低い色と高い色との間のマーキン
グ材料高さの差異を形成するように、カラーシフト領域においてレンダリングされた背景
にわたって高い色がレンダリングされることができる。
【０１００】
　低い色が複数の単一の色成分マーキング材料を使用して作成された場合、カラーシフト
領域の背景は、低い色に関連付けられた単一の色成分マーキング材料によって最初にレン
ダリングされることができる。その後、低い色と高い色との間のマーキング材料高さの差
異を形成するように、カラーシフト領域においてレンダリングされた背景にわたって高い
色がレンダリングされることができる。
【０１０１】
　上述したように、セキュリティ印刷の分野において、文書は、複数の技術を使用して複
写、不正及び偽造から保護される。特殊イメージングは、紙、インク及び／又はトナーな
どの標準的材料を使用するそのようなセキュリティ印刷方法の１つである。
【０１０２】
　マイクログロス（ＭｉｃｒｏＧｌｏｓｓ）（又はＶＩＰＰのためのアーティスティック
ブラック）は、例えば表示するための耐複写において特に強力であるＵＶ光などの特殊な
ツールを必要としない特殊イメージング技術である。
【０１０３】
　マイクログロス（ＭｉｃｒｏＧｌｏｓｓ）は、まっすぐにみたときにはほぼ同じにみえ
るが、トナー又はインクのパイル高さに起因して画像が傾いているときには光沢差を示す
一対の色を使用する。
【０１０４】
　マイクログロス（ＭｉｃｒｏＧｌｏｓｓ）はまた、画像をまっすぐにみたときに第１の
マイクロ光沢層のみが視認可能であり且つ画像を傾けたときに第２のマイクロ光沢層が視
認可能であるように、２つのマイクロ光沢層を作成するために使用されることができる。
画像を傾けたときに第１のマイクロ光沢層が視認可能でなくなることに留意されたい。
【０１０５】
　２層マイクロ光沢画像を作成するために、マイクログロス（ＭｉｃｒｏＧｌｏｓｓ）カ
ラー対を有する１つのパターンインク及び可変データが作成された後、視認可能な異なる
マイクログロス（ＭｉｃｒｏＧｌｏｓｓ）カラー対であるが同じ可変データを有する第２
のパターンインクが作成される。
【０１０６】
　画像の背景は、第２のパターンインク及び異なる可変データを有する第２の層が続く第
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１のパターンインクによって書かれる。
【０１０７】
　図１４に図示されるように、第１のインクパターンは、可変データ「ＳＡＭＰＬＥ」を
有する（黒高などの）カラー１－高８００及び（黒低などの）カラー１－低８１０から構
成されることができる。
【０１０８】
　図１４に図示されるように、第２のインクパターンは、可変データ「ＳＡＭＰＬＥ」を
有する（茶高などの）カラー２－高及び（茶低などの）カラー２－低から構成されること
ができる。第２のインクパターンは、可変データ「ＭＩＣＲＯ」を色塗りするために使用
される。
【０１０９】
　この画像をレンダリングすると、カラー１－低８１０において可変データ「ＳＡＭＰＬ
Ｅ」がレンダリングされ、カラー１－高８００において背景がレンダリングされる。しか
しながら、可変データ「ＭＩＣＲＯ」の部分が可変データ「ＳＡＭＰＬＥ」と重複する場
合、重複部分（楕円８３０内）は、カラー２－低によってレンダリングされ、可変データ
「ＭＩＣＲＯ」の部分が背景と重複する場合、重複部分（楕円８４０内）は、カラー２－
高によってレンダリングされる。
【０１１０】
　上述した例において、レンダリングされた画像は、黒低「ＳＡＭＰＬＥ」を有する黒高
の背景を含むであろう。レンダリングされた画像はまた、可変データ「ＭＩＣＲＯ」の部
分が可変データ「ＳＡＭＰＬＥ」と重複する茶低部分（楕円８３０内）と、可変データ「
ＭＩＣＲＯ」の部分が背景と重複する茶高部分（楕円８４０内）とを含むであろう。
【０１１１】
　高／低カラー対は、暗赤色又は２０１３年２月２６日に出願された同時係属中の米国特
許出願第１３／７７６，８６８号において特定された高／低カラー対のいずれであっても
よいことに留意されたい。
【０１１２】
　グロスマークは、各フォントサイズについて新たなフォントを必要とすることから、グ
ロスマークはスケーラブルではないことに留意されたい。さらに、マイクログロス（Ｍｉ
ｃｒｏＧｌｏｓｓ）は、小さいサイズでのみ作用する。
【０１１３】
　それゆえに、スケーラブルな光沢効果を実現することが望ましい。
【０１１４】
　そのようなスケーラブルな光沢効果は、比較的粗面を有する他の領域をレンダリングす
るとともに比較的滑面を有する１つの領域をレンダリングすることによって実現されるこ
とができる。他の角度で例えばテキスト又はグラフィックスなどの光沢効果を与えながら
、２つの表面の外観は、１つの角度でほぼ同じである。
【０１１５】
　グロスマークは、図１５に示されるように、２つの異なるハーフトーンパターン９１０
及び９２０を使用することによって光沢効果を作成する。図１５に図示されるように、背
景は、第１のハーフトーンパターン９１０を使用してレンダリングされ、文字Ｈは、第２
のハーフトーンパターン９２０を使用してレンダリングされる。カジュアルな観察者に対
して、画像９００は、１つの角度で１つの色及びパターンとしてみえるとともに、文字「
Ｈ」は、傾けられたときにみることができる。換言すれば、Ｈは、画像が傾けられたとき
に画像に描画されるようにカジュアルな観察者にとってみえる。
【０１１６】
　マイクログロス（ＭｉｃｒｏＧｌｏｓｓ）は、図１６に図示されるように、２つの異な
るインク又はトナーパイル高さを使用することによって光沢効果を作成する。カジュアル
な観察者に対して、画像９５０は、１つの角度で１つの色９６０としてみえるとともに、
光沢特性９７０は、傾けられたときにみることができる。
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【０１１７】
　図１７に図示されるように、光沢効果は、他のパターンよりも比較的滑らかな１つのパ
ターンを有する２つの異なるパターンを使用することによって作成される。図１７におい
て、「Ｈ」は、背景と比較してより滑らかである。
【０１１８】
　さらに、図１７に図示されるように、「Ｈ」は、黄色孔（１０１０）を有し、背景にお
ける無色（白色）孔（１０２０）と比較される。利用可能な場合、黄色の代わりにクリア
トナーが使用されるであろうことに留意されたい。
【０１１９】
　カジュアルな観察者に対して、画像１０００は、１つの角度で１つの色及びパターンと
してみえるとともに、文字「Ｈ」は、傾けられたときにみることができる。この光沢効果
は、スケーラブルであることに留意されたい。
【０１２０】
　図１７の光沢効果を形成するために、白色孔によって１つのパターンインクが作成され
、黄色孔によって第２のパターンインクが作成される。その後、（マゼンタなどの）特定
の背景色によってテキストボックスが作成され、白色孔（１０２０）が追加される。そし
て、文字「Ｈ」が書かれ、黄色ドット（１０１０）が追加される。
【０１２１】
　図１８に図示されるように、１つのパターンが他のパターンよりも比較的滑らかな２つ
の異なるパターンを使用して逆光沢効果が作成される。図１８において、背景は、「Ｈ」
と比較してより滑らかである。
【０１２２】
　さらに、図１８に図示されるように、「Ｈ」は、白色孔（１１１０）を有し、背景にお
ける黄色孔（１１２０）と比較される。利用可能な場合、黄色の代わりにクリアトナーが
使用されるであろうことに留意されたい。
【０１２３】
　図１８の光沢効果を形成するために、白色孔によって１つのパターンインクが作成され
、黄色孔によって第２のパターンインクが作成される。その後、（マゼンタなどの）特定
の背景色によってテキストボックスが作成され、黄色孔（１２２０）が追加される。そし
て、文字「Ｈ」が書かれ、白色ドット（１１１０）が追加される。
【０１２４】
　図１９に図示されるように、より良好な色の一致が暗いピクセル１２３０を追加するこ
とによって実現されることができることに留意されたい。図１９において、「Ｈ」は、黄
色孔（１２１０）を有し、背景における無色（白色）孔（１２２０）及び背景におけるよ
り暗いピクセル１２３０と比較される。
【０１２５】
　特殊イメージング技術は、大抵の場合、ＵＶ（紫外線）／蛍光及びＩＲ（赤外線）など
の条件等色パターンインク対の作成に依存する。上述したスケーラブルな光沢効果は、１
つの角度でほぼ同じにみえ且つ傾けられたときに光沢効果の差異を示す１対のパターンイ
ンクを使用した。
【０１２６】
　特殊イメージング品質は、例えばＵＶ信号及び前景と背景パターンインクとの間の隠蔽
などの効果の強度によって判断されることに留意されたい。換言すれば、テストは、ＵＶ
照明下でみえる信号（パターン）が周囲照明下でみることができるかどうかである。従来
、注意を逸らすパターン、色補正及び／又はノイズは、隠蔽に役立つために使用されるが
、効果（信号）低下のコストがある。
【０１２７】
　図２０に図示されるように、ＵＶ（紫外線）／蛍光効果の例は、前景と背景パターンイ
ンクとの間の隠蔽を高めるために構造及び色の双方を追加することによって形成される。
【０１２８】
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　この例において、図２０に図示されるように、画像１３００の上半分（１３１０）の構
造は三角形１３３０である。三角形構造１３３０は、前景及び背景の双方にある。
【０１２９】
　背景パターンインク色は、シアン、マゼンタ及びイエローとすることができるとともに
、前景パターンインク色は、赤色、青色、白色、黄色及びマゼンタとすることができる。
【０１３０】
　図２０に図示されるように、画像１３００の上半分１３１０は、文字列「Ｘｅｒｏｘ」
（商標）を含む。
【０１３１】
　画像１３００の下半分（１３２０）の構造は、ダイヤモンド１３５０であり、その中心
が小さな正方形１３６０である。ダイヤモンド１３５０及び小さな正方形１３６０の構造
は、前景及び背景の双方にある。
【０１３２】
　図２０に図示されるように、画像１３００の下半分１３２０は、文字列「Ｘｅｒｏｘ」
（商標）を含む。
【０１３３】
　特殊イメージング品質を向上させるために、特殊イメージングカラーマッチング技術と
組み合わせて色基材が使用され、パターンインクの少なくとも一方は、基材色が透けてみ
えるのを可能とする孔を有する。
【０１３４】
　品質を高めるために、示される基材色は、利用可能なマーカーを介して同じ色を再現す
ることによって他のパターンインクに一致しており、それにより、効果がほとんど又は全
く低下しない前景と背景パターンインクとの間の改善されたカラーマッチング（又はより
良好な隠蔽）を実現する。
【０１３５】
　上述したように、品質を向上させるために、示される基材色は、利用可能なマーカーを
介して同じ色を再現することによって他のパターンインクに一致している。
【０１３６】
　図２１に図示されるように、この拡張機能の実現において、１つのパターンインクは、
基材１４００の色がパターンインク１４２５において孔１４５０を介して視認されるのを
可能とする。他のパターンインクは、図２２に図示されるように、マッチングした色マー
カー１４７５によってこれらの孔を埋める。
【０１３７】
　パターンインクは、色がほとんど同じにみえるが、光沢効果などの他の領域において差
特性を呈する。
【０１３８】
　これは、ＵＶ／蛍光、ＩＲにおいて現在使用される前景と背景パターンインクとの間の
改善された色の一貫性及び光沢効果を可能とする。
【０１３９】
　図２１及び図２２は、同色マーカー１４７５を有する着色基材１４００の使用を示して
いる。
【０１４０】
　図２１は、両側に黒色マーカー１４２５を有し且つ中心にマーカーがない（孔１４５０
）着色（カラー１）基材１４００を示している。この例のパターンインクは、黒／カラー
１／黒の色を示しており、カラー１は、基材からのものである。
【０１４１】
　図２２は、図２１と同じ色にみえるが、カラー１がマーカーからのものであるという差
異を有する。この差異は、ＵＶマーカーなどのセキュリティ要素を形成するために使用す
ることができる。
【０１４２】
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　基材がプリンタにおける主要マーカー色と一致しない場合、孔を埋めるマーカー材料の
適切な組み合わせが色の一貫性を達成するために使用することができる。
【０１４３】
　白色基材を示す孔及び黄色インクによって埋められた孔を使用するのに対する、黄色基
材を示す孔及び黄色マーカーによって埋められた孔を使用した画像の比較において、光沢
効果は、全ての場合において作用することにさらに留意されたい。
【０１４４】
　しかしながら、カラーマッチングは、基材が傾いていないときにテキストを読むのをよ
り困難とすることにより、孔がマーキング材料、好ましくは基材の色と一致するマーキン
グ材料によって埋められたときに改善される。
【０１４５】
　要約すると、カラー基材及び一致するカラーマーカーの使用は、特殊イメージング品質
を向上させる。基材の色は、１つのパターンインク内の孔を介して示すとともに、他のパ
ターンインク内の対応する孔は、基材の色と一致するカラーマーカーによって埋められる
。
【０１４６】
　埋められた孔と埋められない孔との差異の特性は、光沢や紫外線などの特殊イメージン
グ効果を形成するために使用される。
【０１４７】
　具体的には、画像がレンダリングされる際に孔が基材の色と一致する色を有するマーキ
ング材料によって埋められている場合、光沢効果が実現される。
【０１４８】
　画像がレンダリングされる際に孔が基材の色と一致する色を有するマーキング材料によ
って埋められている場合、孔を介してみえる記録媒体又は基材において蛍光によってＵＶ
効果が実現される。
【０１４９】
　複写機又はスキャナはまた、優れたコピー防止特性のために基材色及び孔が埋められた
マーカーを示すことにさらに留意されたい。
【０１５０】
　例えば、図１８に図示される画像が孔１１２０に関連付けられているマーキング材料の
色に一致する色を有する基材上にレンダリングされる場合、複写機又はスキャナは、「Ｈ
」を識別せずに無色として図１８に図示された画像を示すであろう。
【０１５１】
　図２３は、記録媒体上にレンダリングされることになる光沢効果画像パターンを形成す
るプロセスの例のフローチャートを図示している。図２３に図示されるように、電子画像
領域がステップＳ１０において作成される。電子画像領域は、ソフトウェア及び／又はフ
ァームウェアとともにプロセッサ又はコントローラ（ハードウェア）によって電子メモリ
（ハードウェア）に作成される。
【０１５２】
　ステップＳ２０において、第１の色及び孔を含むインクパターンによって電子画像領域
を電子的に色塗りすることによって電子画像領域内に粗面エミュレーション領域が形成さ
れ、孔は、第１の色が存在しないインクパターン内の位置である。
【０１５３】
　ステップＳ３０において、電子画像領域内に第１の画像が電子的に形成され、ステップ
Ｓ４０において、電子画像領域における第１の画像内に滑面エミュレーション領域を作成
するために第２の色によって第１の画像内の孔が電子的に色塗りされる。
【０１５４】
　ステップＳ５０において、電子画像領域内に第２の画像が電子的に作成され、ステップ
Ｓ６０において、第１の画像が第２の画像と交差しない電子画像領域における第２の画像
内に粗面エミュレーション領域を維持するために且つ第１の画像が第２の画像と交差する
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電子画像領域における第１の画像内に滑面エミュレーション領域を維持するために、第２
の画像内の第１の色が第３の色に電子的に置き換えられる。
【０１５５】
　図２３に図示されるプロセスに由来する電子画像領域は、観察者の視野角と照射源によ
って記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度とすることができるときに第１の
画像が視認可能であり且つ観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との
相対角度が第１の角度と等しくない第２の角度とすることができるときに第２の画像が視
認可能であり、第２の画像が観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度と
の相対角度が第１の角度であるときには視認可能でないように、記録媒体上にマーキング
材料によってレンダリングされる。
【０１５６】
　図２４は、電子画像領域１５００を図示しており、電子画像領域は、第１の色に対応す
る位置１５１０と、孔に対応する位置１５２０とを有し、孔は、第１の色が存在しない位
置である。
【０１５７】
　図２４はまた、レンダリングされた電子画像領域１５００を図示することができ、レン
ダリングされた電子画像領域は、記録媒体上に粗面を形成するために、第１の色に対応す
る位置１５１０と、孔に対応する位置１５２０とを有し、孔は、第１の色が存在しない位
置であることに留意されたい。
【０１５８】
　図２５は、第１の画像（破線によって識別される文字Ｔ）１５５０を有する電子画像領
域１５００を図示している。
【０１５９】
　図２５に図示されるように、電子画像領域は、第１の色に対応する（第１の画像１５５
０の内外の）位置１５１０と、孔に対応する（第１の画像１５５０の外部の）位置１５２
０とを有し、孔は、第１の色が存在しない位置である。図２５はまた、電子画像領域が第
２の色に対応する（第１の画像１５５０の内部の）位置１５３０を有することを図示して
いる。
【０１６０】
　図２５はまた、レンダリングされた電子画像領域１５００を図示することができ、レン
ダリングされた電子画像領域は、記録媒体上に第１の画像１５５０の外部である粗面を形
成し且つ記録媒体上に第１の画像１５５０の内部である滑面を形成するために、第１の画
像１５５０と、第１の色に対応する位置１５１０と、第２の色に対応する位置１５３０と
、孔に対応する位置１５２０とを有し、孔は、第１の色が存在しない位置であることに留
意されたい。
【０１６１】
　図２６は、第１の画像（破線によって識別される文字Ｔ）１５５０と、第２の画像（破
線／一点鎖線によって識別されるようなその側部における文字Ｌ）１５６０とを有する電
子画像領域１５００を図示している。
【０１６２】
　図２６に図示されるように、電子画像領域は、第１の色に対応する（第１の画像１５５
０の内部の）位置１５１０と、孔に対応する（第１の画像１５５０の外部の）位置１５２
０とを有し、孔は、第１の色が存在しない位置である。図２６はまた、電子画像領域が第
２の色に対応する（第１の画像１５５０の内部の）位置１５３０を有することを図示して
いる。
【０１６３】
　さらにまた、図２６に図示されるように、電子画像領域は、第３の色に対応する（第１
の画像１５５０の内部、第１の画像１５５０は、第２の画像１５６０と交差する；例えば
、領域１５７０；及び、第２の画像１５６０の内部、第１の画像１５５０は、第２の画像
１５６０と交差しない；例えば、領域１５８０）位置１５４０を有する。
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【０１６４】
　図２６は、第１の色に対応する位置１５１０と、第２の色に対応する位置１５３０とを
有する電子画像領域における（第１の画像内の）滑面エミュレーション領域１５７５を図
示している。図２６はまた、第３の色に対応する位置１５５０と、第２の色に対応する位
置１５３０とを有する電子画像領域における滑面エミュレーション領域１５３０（第１及
び第２の画像の交差）を図示している。
【０１６５】
　図２６は、第３の色に対応する位置１５４０と、孔に対応する位置１５２０とを有する
電子画像領域における（第２の画像内の）粗面エミュレーション領域１５８０を図示して
いる。図２６はまた、第１の色に対応する位置１５１０と、孔に対応する位置１５２０と
を有する電子画像領域における（第１及び第２の画像の外部の）粗面エミュレーション領
域１５８５を図示している。
【０１６６】
　図２６はまた、レンダリングされた電子画像領域１５００を図示することができ、レン
ダリングされた電子画像領域は、第１の画像１５５０の外部である粗面を形成し且つ第１
の画像１５５０の内部である滑面を形成するために、第１の画像１５５０と、画像１５６
０と、第１の色に対応する位置１５１０と、第２の色に対応する位置１５３０と、第３の
色に対応する位置１５３０と、孔に対応する位置１５２０とを有し、孔は、第１の色が存
在しない位置であることに留意されたい。
【０１６７】
　図２６のレンダリングされた電子画像領域１５００は、記録媒体上に第１の画像１５５
０の外部である粗面と、記録媒体上に第１の画像１５５０の内部である滑面とを有し、第
２の画像は、第２の画像が第１の画像と交差しない粗面を有し、第２の画像が第１の画像
と交差する滑面を有する。
【０１６８】
　図２７は、（マーキング材料１６１５が存在しない）孔１６２０が実現されるように、
（第１の色に対応する）マーキング材料１６１５によってレンダリングされた図２６の粗
面エミュレーション領域１５８５を図示している。マーキング材料１６１５及び孔１６２
０の組み合わせは、記録媒体上に粗面を形成する。
【０１６９】
　図２８は、（第１の色に対応する）マーキング材料１６１５及び（第２の色に対応する
）マーキング材料１６２５によってレンダリングされた図２６の滑面エミュレーション領
域１５７５を図示している。マーキング材料１６１５及びマーキング材料１６２５の組み
合わせは、記録媒体上に滑面を形成する。
【０１７０】
　図２９は、（マーキング材料１６３５が存在しない）孔１６２０が実現されるように、
（第３の色に対応する）マーキング材料１６３５によってレンダリングされた図２６の粗
面エミュレーション領域１５８０を図示している。マーキング材料１６３５及び孔１６２
０の組み合わせは、記録媒体上に粗面を形成する。
【０１７１】
　図３０は、（第３の色に対応する）マーキング材料１６３５及び（第２の色に対応する
）マーキング材料１６２５によってレンダリングされた図２６の滑面エミュレーション領
域１５７０を図示している。マーキング材料１６３５及びマーキング材料１６２５の組み
合わせは、記録媒体上に滑面を形成する。
【０１７２】
　図３１は、レンダリングされた記録媒体を図示しており、レンダリングされた記録媒体
は、第１の角度で表示されている。図３１に図示されるように、画像行３１００は、レン
ダリングされた記録媒体が第１の角度でみられたときの画像「ＦＩＲＳＴ　ＬＡＹＥＲ」
を示している。さらに、画像行３２００は、レンダリングされた記録媒体が第１の角度で
みられたときの画像「ＦＩＲＳＴ　ＬＡＹＥＲ」を示している。
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【０１７３】
　図３２は、図３１の同じレンダリングされた記録媒体を図示しているが、レンダリング
された記録媒体は、第２の角度で表示されている。図３２に図示されるように、画像行３
１００は、レンダリングされた記録媒体が第２の角度でみられたときの画像「２」を示し
ている。さらに、画像行３２００は、レンダリングされた記録媒体が第２の角度でみられ
たときの画像「２」を示している。第２の角度でレンダリングされた記録媒体をみると、
画像「ＦＩＲＳＴ　ＬＡＹＥＲ」が消えることに留意されたい。
【０１７４】
　上述した様々な例は、第２の領域が比較的粗面を有する一方で比較的滑面を有する１つ
の領域に基づくパターンインク変動スケーラブル光沢効果に由来する。第３の領域が最初
の２つとは異なる色から構成されて追加される。この第３の領域は、第２と交差する第１
の領域及び比較的粗面と交差する比較的滑面を有する。
【０１７５】
　上述した様々な実施形態において、図２３－図３０に関して、第１の色は、緑色とする
ことができ、第２の色は、黄色とすることができ、第３の色は、赤色とすることができる
ことに留意されたい。
【０１７６】
　さらにまた、上述した様々な実施形態において、図２３－図３０に関して、第１の色は
、青色とすることができ、第２の色は、黄色とすることができ、第３の色は、赤色とする
ことができることに留意されたい。
【０１７７】
　上述した様々な実施形態において、図２３－図３０に関して、レンダリングされた電子
画像領域の背景は粗面を有し、第２の画像は、非交差領域において、粗面を有することに
留意されたい。しかしながら、レンダリングされた電子画像領域の背景は滑面を有し、第
１の画像は粗面を有し、逆極性を有する変動スケーラブル光沢効果を形成することに留意
されたい。
【０１７８】
　変動スケーラブル光沢効果を実現するために、第１の色及び孔を有する第１のインクパ
ターンが作成される。第１の色及び第２の色によって第２のインクパターンが作成され、
第２の色の位置は、第１のインクパターン内の孔の位置に対応する。第１の画像が背景及
び前景を有して作成される。第１の画像の背景は、第１のインクパターンによって色塗り
され、第１の画像の前景は、第２のインクパターンによって色塗りされる。第３の色及び
孔を有する第３のインクパターンが作成される。第３の色及び第２の色によって第４のイ
ンクパターンが作成され、第２の色の位置は、第３のインクパターン内の孔の位置に対応
する。第２の画像が前景を有して作成される。第２の画像の前景が第１の画像の背景と交
差する領域は、第３のインクパターンによって色塗りされる。第２の画像の前景が第１の
画像の前景と交差する領域は、第４のインクパターンによって色塗りされる。
【０１７９】
　上述したプロセスは、記録媒体上にレンダリングされたとき、観察者の視野角と照射源
によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度であるときに第１の画像が視
認可能であり且つ観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度
が第１の角度と等しくない第２の角度であるときに第２の画像が視認可能であり、第２の
画像が観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角
度であるときには視認可能でないようなレンダリングを生成する。
【０１８０】
　あるいは、変動スケーラブル光沢効果を実現するために、第１の色及び孔を有する第１
のインクパターンが作成される。第１の画像が背景及び前景を有して作成される。第１の
画像の背景は、第１のインクパターンによって色塗りされる。第１の画像の背景における
所定個の孔は、第２の色によって色塗りされる。第２の画像が背景及び前景を有して作成
される。ステンシルマスクが作成され、ステンシルマスクは、電子色塗りを可能とするた
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めに孔を有し、ステンシルマスクの孔は、第１のインクパターンにおける第１の色の位置
に対応する。第２の画像の前景は、ステンシルマスクを使用して第３の色によって電子的
に色塗りされる。
【０１８１】
　上述したプロセスは、記録媒体上にレンダリングされたとき、観察者の視野角と照射源
によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度であるときに第１の画像が視
認可能であり且つ観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度
が第１の角度と等しくない第２の角度であるときに第２の画像が視認可能であり、第２の
画像が観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角
度であるときには視認可能でないようなレンダリングを生成する。
【０１８２】
　他の実施形態において、システム及び方法は、プロセッサ及び印刷エンジンを使用して
、電子画像領域を電子的に作成し且つ背景及び前景を有する第１の電子画像を電子的に作
成することにより、記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングする。第２の電子
画像が前景を有して電子的に作成される。第１の電子パターンインクは、第１の色及び第
１のパターン孔を含んで電子的に作成される。第２の電子パターンインクは、第１の色及
び第２の色を含んで電子的に作成される。第３の電子パターンインクは、第３の色及び第
３のパターン孔を含んで電子的に作成される。第４の電子パターンインクは、第３の色及
び第２の色を含んで電子的に作成される。
【０１８３】
　電子画像領域は、第１の電子パターンインクを使用して電子的に色塗りすることによっ
て電子的に色塗りされ、第１の電子画像の背景は、第２の電子パターンインクを使用して
電子的に色塗りされ、第１の電子画像の前景は、第３の電子パターンインクを使用して電
子的に色塗りされ、第２の電子画像の前景が第１の電子画像の背景と交差する第２の電子
画像の前景は、第４の電子パターンインクを使用して電子的に色塗りされる。
【０１８４】
　観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度で
あるときに第１の電子画像が視認可能であり且つ観察者の視野角と照射源によって記録媒
体を照明する角度との相対角度が第１の角度と等しくない第２の角度であるときに第２の
電子画像が視認可能であり、第２の電子画像が観察者の視野角と照射源によって記録媒体
を照明する角度との相対角度が第１の角度であるときには視認可能でないように、電子画
像領域がマーキング材料を使用して記録媒体上にレンダリングされる。
【０１８５】
　さらなる実施形態において、システム及び方法では、プロセッサ及び印刷エンジンを使
用して、電子画像領域を電子的に作成し、背景及び前景を有する第１の電子画像を電子的
に作成し、前景を有する第２の電子画像を電子的に作成し、第１の色及び第１のパターン
孔を含む第１の電子パターンインクを電子的に作成し、第１の色及び第２の色を含む第２
の電子パターンインクを電子的に作成し、第３の色及び第３のパターン孔を含む第３の電
子パターンインクを電子的に作成し、第３の色及び第２の色を含む第４の電子パターンイ
ンクを電子的に作成することにより、記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリング
する。
【０１８６】
　電子画像領域は、第１の電子パターンインクを使用して電子的に色塗りすることによっ
て電子的に色塗りされ、第１の電子画像の前景は、第２の電子パターンインクを使用して
電子的に色塗りされ、第１の電子画像の背景は、第４の電子パターンインクを使用して電
子的に色塗りされ、第２の電子画像の前景は、第１の電子画像の背景と交差し、第３の電
子パターンインクを使用して電子的に色塗りされ、第２の電子画像の前景は、第１の電子
画像の前景と交差する。
【０１８７】
　観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度で
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あるときに第１の電子画像が視認可能であり且つ観察者の視野角と照射源によって記録媒
体を照明する角度との相対角度が第１の角度と等しくない第２の角度であるときに第２の
電子画像が視認可能であり、第１の電子画像が観察者の視野角と照射源によって記録媒体
を照明する角度との相対角度が第２の角度であるときには視認可能でないように、電子画
像領域がマーキング材料を使用して記録媒体上にレンダリングされる。
【０１８８】
　さらなる実施形態において、システム及び方法は、プロセッサ及び印刷エンジンを使用
して、第１の色及び孔を含み、孔が第１の色が存在しない第１の電子パターンインク内の
位置を表す第１の電子パターンインクを電子的に作成し、電子画像領域を電子的に作成し
、第１の色が存在する電子画像領域背景内の位置を表す第１の色位置と、第１の色が存在
しない電子画像領域背景内の位置を表す孔とを有する電子画像領域背景を作成するために
第１の電子パターンインクを使用して電子画像領域を電子的に色塗りし、電子画像領域内
に第１の画像を作成するために、電子画像領域背景内の孔の第１の所定部分を第２の色に
よって電子的に色塗りし、電子画像領域内に第２の画像を作成するために、電子画像領域
背景内の第１の色位置の所定部分を第３の色によって電子的に置き換えることにより、記
録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングする。
【０１８９】
　観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度で
あるときに第１の画像が視認可能であり且つ観察者の視野角と照射源によって記録媒体を
照明する角度との相対角度が第１の角度と等しくない第２の角度であるときに第２の画像
が視認可能であり、第２の画像が観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角
度との相対角度が第１の角度であるときには視認可能でないように、マーキング材料を使
用して電子画像領域が記録媒体上にレンダリングされる。
【０１９０】
　他の実施形態において、システム及び方法は、プロセッサ及び印刷エンジンを使用して
、第１の色と、第１の色が存在しない第１の電子パターンインク内の位置を表す孔とを含
む第１の電子パターンインクを電子的に作成し、電子画像領域を電子的に作成し、第１の
色が存在する電子画像領域背景内の位置を表す第１の色位置と、第１の色が存在しない電
子画像領域背景内の位置を表す孔とを有する電子画像領域背景を作成するために第１の電
子パターンインクを使用して電子画像領域を電子的に色塗りし、電子画像領域内に第１の
画像を作成するために、電子画像領域背景内の孔の第１の所定部分を第２の色によって電
子的に色塗りし、第２の画像を電子的に作成し、ステンシルマスクにおける位置を有する
孔を有し、孔が孔を介して電子色塗りを可能とし、孔が第１の色位置に対応するステンシ
ルマスクを電子的に作成し、ステンシルマスクを使用して第３の色によって第２の画像を
色塗りすることにより、記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングする。
【０１９１】
　観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度で
あるときに第１の画像が視認可能であり且つ観察者の視野角と照射源によって記録媒体を
照明する角度との相対角度が第１の角度と等しくない第２の角度であるときに第２の画像
が視認可能であり、第２の画像が観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角
度との相対角度が第１の角度であるときには視認可能でないように、電子画像領域がマー
キング材料を使用して記録媒体上にレンダリングされる。
【０１９２】
　さらなる実施形態において、システム及び方法は、プロセッサ及び印刷エンジンを使用
して、第１の色と、第１の色が存在しない第１の電子パターンインク内の位置を表す孔と
を含む第１の電子パターンインクを電子的に作成し、電子画像領域を電子的に作成し、第
１の色が存在する電子画像領域背景内の位置を表す第１の色位置と、第１の色が存在しな
い電子画像領域背景内の位置を表す孔とを有する電子画像領域背景を作成するために第１
の電子パターンインクを使用して電子画像領域を電子的に色塗りし、電子画像領域内に第
１の画像を作成するために、電子画像領域背景内の孔の第１の所定部分を第２の色によっ
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て電子的に色塗りし、第３の色と、第３の色が存在しない第２の電子パターンインク内の
位置を表す孔とを含む第２の電子パターンインクを電子的に作成し、第２の画像を電子的
に作成し、第２の電子パターンインクを使用して第２の画像を電子的に色塗りすることに
より、記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングする。
【０１９３】
　観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度で
あるときに第１の画像が視認可能であり且つ観察者の視野角と照射源によって記録媒体を
照明する角度との相対角度が第１の角度と等しくない第２の角度であるときに第２の画像
が視認可能であり、第２の画像が観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角
度との相対角度が第１の角度であるときには視認可能でないように、電子画像領域がマー
キング材料を使用して記録媒体上にレンダリングされる。
【０１９４】
　要約すると、記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングする方法は、電子画像
領域を電子的に作成し、背景及び前景を有する第１の電子画像を電子的に作成し、前景を
有する第２の電子画像を電子的に作成し、第１の色と、第１の電子パターンインク内の位
置を有し且つ第１の色が存在しない第１の電子パターンインク内の位置である第１のパタ
ーン孔とを含む第１の電子パターンインクを電子的に作成し、第１の色と、第２の電子パ
ターンインク内の位置を有する第２の色とを含み、第２の電子パターンインク内の第２の
色の位置が第１の電子パターンインク内の第１のパターン孔の位置に対応する第２の電子
パターンインクを電子的に作成し、第３の色と、第３の電子パターンインク内の位置を有
する第３のパターン孔とを含み、第３のパターン孔が第３の色が存在しない第３の電子パ
ターンインク内の位置である第３の電子パターンインクを電子的に作成し、第３の色と、
第４の電子パターンインク内の位置を有する第２の色とを含み、第４の電子パターンイン
ク内の第２の色の位置が第１の電子パターンインク内の第１のパターン孔の位置に対応す
る第４の電子パターンインクを電子的に作成し、第１の電子パターンインクを使用して第
１の電子画像の背景を電子的に色塗りすることによって電子画像領域を電子的に色塗りし
、第２の電子パターンインクを使用して第１の電子画像の前景を電子的に色塗りし、第３
の電子パターンインクを使用して、第２の電子画像の前景が第１の電子画像の背景と交差
する第２の電子画像の前景を電子的に色塗りし、第４の電子パターンインクを使用して、
第２の電子画像の前景が第１の電子画像の前景と交差する第２の電子画像の前景を電子的
に色塗りし、観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第
１の角度であるときに第１の電子画像が視認可能であり且つ観察者の視野角と照射源によ
って記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度と等しくない第２の角度であると
きに第２の電子画像が視認可能であり、第２の電子画像が観察者の視野角と照射源によっ
て記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度であるときには視認可能でないよう
に、マーキング材料を使用して記録媒体上に電子画像領域をレンダリングする。
【０１９５】
　第３の電子パターンインク内の第３のパターン孔の位置は、第１の電子パターンインク
内の第１のパターン孔の位置に対応することができる。第１の電子画像のレンダリングさ
れた前景は、略滑面とすることができる。第１の電子画像のレンダリングされた背景は、
略粗面とすることができる。第１の電子画像の前景と第２の電子画像の前景とのレンダリ
ングされた交差部は、略滑面とすることができる。第１の電子画像の背景と第２の電子画
像の前景のレンダリングされた交差部は、略粗面とすることができる。
【０１９６】
　プロセッサ及び印刷エンジンを含む記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリング
するシステムにおいて、プロセッサは、電子画像領域と、背景及び前景を有する第１の電
子画像と、前景を有する第２の電子画像と、第１の電子パターンインクと、第２の電子パ
ターンインクと、第３の電子パターンインクと、第４の電子パターンインクとを電子的に
作成し、第１の電子パターンインクは、第１の色及び第１のパターン孔を含み、第１のパ
ターン孔は、第１の電子パターンインク内の位置を有し、第１のパターン孔は、第１の色
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が存在しないことができる第１の電子パターンインク内の位置であり、第２の電子パター
ンインクは、第１の色及び第２の色を含み、第２の色は、第２の電子パターンインク内の
位置を有し、第２の電子パターンインク内の第２の色の位置は、第１の電子パターンイン
ク内の第１のパターン孔の位置に対応し、第３の電子パターンインクは、第３の色及び第
３のパターン孔を含み、第３のパターン孔は、第３の電子パターンインク内の位置を有し
、第３のパターン孔は、第３の色が存在しないことができる第３の電子パターンインク内
の位置であり、第４の電子パターンインクは、第３の色及び第２の色を含み、第２の色は
、第４の電子パターンインク内の位置を有し、第４の電子パターンインク内の第２の色の
位置は、第１の電子パターンインク内の第１のパターン孔の位置に対応する。
【０１９７】
　プロセッサは、第１の電子パターンインクを使用して第１の電子画像の背景を電子的に
色塗りすることによって電子画像領域を電子的に色塗りし、第２の電子パターンインクを
使用して第１の電子画像の前景を電子的に色塗りし、第３の電子パターンインクを使用し
て第２の電子画像の前景が第１の電子画像の背景と交差する第２の電子画像の前景を電子
的に色塗りし、第４の電子パターンインクを使用して第２の電子画像の前景が第１の電子
画像の前景と交差する第２の電子画像の前景を電子的に色塗りする。
【０１９８】
　印刷エンジンは、観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角
度が第１の角度とすることができるときに第１の電子画像が視認可能とすることができ且
つ観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度と
等しくない第２の角度とすることができるときに第２の電子画像が視認可能とすることが
でき、第２の電子画像が観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相
対角度が第１の角度であるときには視認可能でないように、マーキング材料を使用して記
録媒体上に電子画像領域をレンダリングする。
【０１９９】
　第３の電子パターンインク内の第３のパターン孔の位置は、第１の電子パターンインク
内の第１のパターン孔の位置に対応することができる。第１の電子画像のレンダリングさ
れた前景は、略滑面とすることができる。第１の電子画像のレンダリングされた背景は、
略粗面とすることができる。第１の電子画像の前景と第２の電子画像の前景とのレンダリ
ングされた交差部は、略滑面とすることができる。第１の電子画像の背景と第２の電子画
像の前景のレンダリングされた交差部は、略粗面とすることができる。
【０２００】
　記録媒体は、基材と、基材上に形成されるマーキング材料とを含む。マーキング材料は
、基材の第１の領域において、第１の色であり且つ非平滑構造を有する第１の画像を形成
し、非平滑構造は、第１の画像内の第１及び第２の位置によって実現され、第１の画像内
の第１の位置は、第１の色に対応するマーキング材料が基材上に存在しないことができる
位置であり、第１の画像内の第２の位置は、第１の色に対応するマーキング材料が基材上
に形成されることができる位置であり、第１の画像の第１の位置は、第１のマーキング材
料高さを有し、第１の画像の第２の位置は、第２のマーキング材料高さを有し、第１の画
像の第１の位置の第１のマーキング材料高さは、第１の画像の第２の位置の第２のマーキ
ング材料高さと等しくない。
【０２０１】
　マーキング材料は、基材の第２の領域において、第１の色及び第２の色であり且つ平滑
構造を有する第２の画像を形成し、平滑構造は、第２の画像内の第１及び第２の位置によ
って実現され、第２の画像内の第１の位置は、第１の色に対応するマーキング材料が基材
上に形成されることができる位置であり、第２の画像内の第２の位置は、第２の色に対応
するマーキング材料が基材上に形成されることができる位置であり、第２の画像の第１の
位置は、第１のマーキング材料高さを有し、第２の画像の第２の位置は、第２のマーキン
グ材料高さを有し、第２の画像の第１の位置の第１のマーキング材料高さは、第２の画像
の第２の位置の第２のマーキング材料高さと略等しい。
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【０２０２】
　マーキング材料は、基材の第３の領域において、第３の色であり且つ非平滑構造を有す
る第３の画像を形成し、非平滑構造は、第３の画像内の第１及び第２の位置によって実現
され、第３の画像内の第１の位置は、第３の色に対応するマーキング材料が基材上に存在
しないことができる位置であり、第３の画像内の第２の位置は、第３の色に対応するマー
キング材料が基材上に形成されることができる位置であり、第３の画像の第１の位置は、
第１のマーキング材料高さを有し、第３の画像の第２の位置は、第２のマーキング材料高
さを有し、第３の画像の第１の位置の第１のマーキング材料高さは、第３の画像の第２の
位置の第２のマーキング材料高さと等しくない。
【０２０３】
　マーキング材料は、基材の第４の領域において、第３の色及び第２の色であり且つ平滑
構造を有する第４の画像を形成し、平滑構造は、第４の画像内の第１及び第２の位置によ
って実現され、第４の画像内の第１の位置は、第３の色に対応するマーキング材料が基材
上に形成されることができる位置であり、第４の画像内の第２の位置は、第２の色に対応
するマーキング材料が基材上に形成されることができる位置であり、第４の画像の第１の
位置は、第１のマーキング材料高さを有し、第４の画像の第２の位置は、第２のマーキン
グ材料高さを有し、第４の画像の第１の位置の第１のマーキング材料高さは、第４の画像
の第２の位置の第２のマーキング材料高さと略等しい。
【０２０４】
　第２の画像は、観察者の視野角と照明源によって記録媒体に照明する角度との相対角度
が第１の角度とすることができるときに視認可能である。第３及び第４の画像は、観察者
の視野角と照明源によって記録媒体に照明する角度との相対角度が第１の角度と等しくな
い第２の角度とすることができるときに視認可能である。第３の画像は、観察者の視野角
と照明源によって記録媒体に照明する角度との相対角度が第１の角度とすることができる
ときに視認可能でない。
【０２０５】
　記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングする方法は、背景及び前景を有する
第１の電子画像を電子的に作成し、前景を有する第２の電子画像を電子的に作成し、第１
の色と、第１の電子パターンインク内の位置を有し且つ第１の色が存在しないことができ
る第１の電子パターンインク内の位置である第１のパターン孔とを含む第１の電子パター
ンインクを電子的に作成し、第１の色と、第２の電子パターンインク内の位置を有し且つ
第２の電子パターンインク内の第２の色の位置が第１の電子パターンインク内の第１のパ
ターン孔の位置に対応する第２の色とを含む第２の電子パターンインクを電子的に作成し
、第３の色と、第３の電子パターンインク内の位置を有し且つ第３の色が存在しないこと
ができる第３の電子パターンインク内の位置である第３のパターン孔とを含む第３の電子
パターンインクを電子的に作成し、第３の色と、第４の電子パターンインク内の位置を有
し且つ第４の電子パターンインク内の第２の色の位置が第１の電子パターンインク内の第
１のパターン孔の位置に対応する第２の色とを含む第４の電子パターンインクを電子的に
作成し、第１の電子パターンインクを使用して第１の電子画像の前景を電子的に色塗りす
ることによって電子画像領域を電子的に色塗りし、第２の電子パターンインクを使用して
第１の電子画像の背景に色塗りし、第４の電子パターンインクを使用して第２の電子画像
の前景が第１の電子画像の背景と交差する第２の電子画像の前景を電子的に色塗りし、第
３の電子パターンインクを使用して第２の電子画像の前景が第１の電子画像の前景と交差
する第２の電子画像の前景を電子的に色塗りし、観察者の視野角と照射源によって記録媒
体を照明する角度との相対角度が第１の角度とすることができるときに第１の電子画像が
視認可能とすることができ且つ観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度
との相対角度が第１の角度と等しくない第２の角度とすることができるときに第２の電子
画像が視認可能とすることができ、第１の電子画像が観察者の視野角と照射源によって記
録媒体を照明する角度との相対角度が第２の角度とすることができるときには視認可能で
ないように、マーキング材料を使用して記録媒体上の電子画像領域をレンダリングする。
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【０２０６】
　第３の電子パターンインク内の第３のパターン孔の位置は、第１の電子パターンインク
内の第１のパターン孔の位置に対応することができる。第１の電子画像のレンダリングさ
れた前景は、略粗面とすることができる。第１の電子画像のレンダリングされた背景は、
略滑面とすることができる。第１の電子画像の前景と第２の電子画像の前景とのレンダリ
ングされた交差部は、略粗面とすることができる。第１の電子画像の背景と第２の電子画
像の前景のレンダリングされた交差部は、略滑面とすることができる。
【０２０７】
　記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングするシステムは、プロセッサと、印
刷エンジンとを含む。プロセッサは、電子画像領域と、背景及び前景を有する第１の電子
画像と、前景を有する第２の電子画像と、第１の電子パターンインクと、第２の電子パタ
ーンインクと、第３の電子パターンインクと、第４の電子パターンインクとを電子的に作
成し、第１の電子パターンインクは、第１の色及び第１のパターン孔を含み、第１のパタ
ーン孔は、第１の電子パターンインク内の位置を有し、第１のパターン孔は、第１の色が
存在しないことができる第１の電子パターンインク内の位置であり、第２の電子パターン
インクは、第１の色及び第２の色を含み、第２の色は、第２の電子パターンインク内の位
置を有し、第２の電子パターンインク内の第２の色の位置は、第１の電子パターンインク
内の第１のパターン孔の位置に対応し、第３の電子パターンインクは、第３の色及び第３
のパターン孔を含み、第３のパターン孔は、第３の電子パターンインク内の位置を有し、
第３のパターン孔は、第３の色が存在しないことができる第３の電子パターンインク内の
位置であり、第４の電子パターンインクは、第３の色及び第２の色を含み、第２の色は、
第４の電子パターンインク内の位置を有し、第４の電子パターンインク内の第２の色の位
置は、第１の電子パターンインク内の第１のパターン孔の位置に対応する。
【０２０８】
　プロセッサは、第１の電子パターンインクを使用して第１の電子画像の前景を電子的に
色塗りすることによって電子画像領域を電子的に色塗りし、第２の電子パターンインクを
使用して第１の電子画像の背景を電子的に色塗りし、第４の電子パターンインクを使用し
て第２の電子画像の前景が第１の電子画像の背景と交差する第２の電子画像の前景を電子
的に色塗りし、第３の電子パターンインクを使用して第２の電子画像の前景が第１の電子
画像の前景と交差する第２の電子画像の前景を電子的に色塗りする。
【０２０９】
　印刷エンジンは、観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角
度が第１の角度とすることができるときに第１の電子画像が視認可能とすることができ且
つ観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度と
等しくない第２の角度とすることができるときに第２の電子画像が視認可能とすることが
でき、第１の電子画像が観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相
対角度が第２の角度とすることができるときには視認可能でないように、マーキング材料
を使用して記録媒体上の電子画像領域をレンダリングする。
【０２１０】
　第３の電子パターンインク内の第３のパターン孔の位置は、第１の電子パターンインク
内の第１のパターン孔の位置に対応することができる。第１の電子画像のレンダリングさ
れた前景は、略粗面とすることができる。第１の電子画像のレンダリングされた背景は、
略滑面とすることができる。第１の電子画像の前景と第２の電子画像の前景とのレンダリ
ングされた交差部は、略粗面とすることができる。第１の電子画像の背景と第２の電子画
像の前景のレンダリングされた交差部は、略滑面とすることができる。
【０２１１】
　記録媒体は、基材と、基材上に形成されるマーキング材料とを含む。
【０２１２】
　マーキング材料は、基材の第１の領域において、第１の色であり且つ非平滑構造を有す
る第１の画像を形成し、非平滑構造は、第１の画像内の第１及び第２の位置によって実現
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され、第１の画像内の第１の位置は、第１の色に対応するマーキング材料が基材上に存在
しないことができる位置であり、第１の画像内の第２の位置は、第１の色に対応するマー
キング材料が基材上に形成されることができる位置であり、第１の画像の第１の位置は、
第１のマーキング材料高さを有し、第１の画像の第２の位置は、第２のマーキング材料高
さを有し、第１の画像の第１の位置の第１のマーキング材料高さは、第１の画像の第２の
位置の第２のマーキング材料高さと等しくない。
【０２１３】
　マーキング材料は、基材の第２の領域において、第１の色及び第２の色であり且つ平滑
構造を有する第２の画像を形成し、平滑構造は、第２の画像内の第１及び第２の位置によ
って実現され、第２の画像内の第１の位置は、第１の色に対応するマーキング材料が基材
上に形成されることができる位置であり、第２の画像内の第２の位置は、第２の色に対応
するマーキング材料が基材上に形成されることができる位置であり、第２の画像の第１の
位置は、第１のマーキング材料高さを有し、第２の画像の第２の位置は、第２のマーキン
グ材料高さを有し、第２の画像の第１の位置の第１のマーキング材料高さは、第２の画像
の第２の位置の第２のマーキング材料高さと略等しい。
【０２１４】
　マーキング材料は、基材の第３の領域において、第３の色であり且つ非平滑構造を有す
る第３の画像を形成し、非平滑構造は、第３の画像内の第１及び第２の位置によって実現
され、第３の画像内の第１の位置は、第３の色に対応するマーキング材料が基材上に存在
しないことができる位置であり、第３の画像内の第２の位置は、第３の色に対応するマー
キング材料が基材上に形成されることができる位置であり、第３の画像の第１の位置は、
第１のマーキング材料高さを有し、第３の画像の第２の位置は、第２のマーキング材料高
さを有し、第３の画像の第１の位置の第１のマーキング材料高さは、第３の画像の第２の
位置の第２のマーキング材料高さと等しくない。
【０２１５】
　マーキング材料は、基材の第４の領域において、第３の色及び第２の色であり且つ平滑
構造を有する第４の画像を形成し、平滑構造は、第４の画像内の第１及び第２の位置によ
って実現され、第４の画像内の第１の位置は、第３の色に対応するマーキング材料が基材
上に形成されることができる位置であり、第４の画像内の第２の位置は、第２の色に対応
するマーキング材料が基材上に形成されることができる位置であり、第４の画像の第１の
位置は、第１のマーキング材料高さを有し、第４の画像の第２の位置は、第２のマーキン
グ材料高さを有し、第４の画像の第１の位置の第１のマーキング材料高さは、第４の画像
の第２の位置の第２のマーキング材料高さと略等しい。
【０２１６】
　第４の画像は、観察者の視野角と照明源によって記録媒体に照明する角度との相対角度
が第１の角度とすることができるときに視認可能である。第１及び第３の画像は、観察者
の視野角と照明源によって記録媒体に照明する角度との相対角度が第１の角度と等しくな
い第２の角度とすることができるときに視認可能である。第１及び第３の画像は、観察者
の視野角と照明源によって記録媒体に照明する角度との相対角度が第１の角度とすること
ができるときに視認可能でない。
【０２１７】
　記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングする方法は、電子画像領域を電子的
に作成し、背景及び前景を有する第１の電子画像を電子的に作成し、前景を有する第２の
電子画像を電子的に作成し、第１の色と、第１の電子パターンインク内の位置を有し且つ
第１の色が存在しないことができる第１の電子パターンインク内の位置である第１のパタ
ーン孔とを含む第１の電子パターンインクを電子的に作成し、第１の色と、第２の電子パ
ターンインク内の位置を有する第２の色とを含み、第２の電子パターンインク内の第２の
色の位置が第１の電子パターンインク内の第１のパターン孔の位置に対応する第２の電子
パターンインクを電子的に作成し、第３の色と、第３の電子パターンインク内の位置を有
する第２の色とを含み、第３の電子パターンインク内の第２の色の位置が第１の電子パタ
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ーンインク内の第１のパターン孔の位置に対応する第３の電子パターンインクを電子的に
作成し、第２の電子パターンインクを使用して第１の電子画像の背景を電子的に色塗りす
ることによって電子画像領域を電子的に色塗りし、第１の電子パターンインクを使用して
第１の電子画像の前景を電子的に色塗りし、第３の電子パターンインクを使用して第２の
電子画像の前景を電子的に色塗りし、観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明す
る角度との相対角度が第１の角度とすることができるときに第１の電子画像が視認可能と
することができ且つ観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角
度が第１の角度と等しくない第２の角度とすることができるときに第２の電子画像が視認
可能とすることができ、第１の電子画像が観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照
明する角度との相対角度が第２の角度とすることができるときには視認可能でないように
、マーキング材料を使用して記録媒体上に電子画像領域をレンダリングする。
【０２１８】
　第１の電子画像のレンダリングされた前景は、略粗面とすることができる。第１の電子
画像のレンダリングされた背景は、略滑面とすることができる。第１の電子画像の前景と
第２の電子画像の前景とのレンダリングされた交差部は、略滑面とすることができる。第
１の電子画像の背景と第２の電子画像の前景のレンダリングされた交差部は、略滑面とす
ることができる。
【０２１９】
　記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングするシステムは、プロセッサと、印
刷エンジンとを含む。
【０２２０】
　プロセッサは、電子画像領域と、背景及び前景を有する第１の電子画像と、前景を有す
る第２の電子画像と、第１の電子パターンインクと、第２の電子パターンインクと、第３
の電子パターンインクとを電子的に作成し、第１の電子パターンインクは、第１の色及び
第１のパターン孔を含み、第１のパターン孔は、第１の電子パターンインク内の位置を有
し、第１のパターン孔は、第１の色が存在しないことができる第１の電子パターンインク
内の位置であり、第２の電子パターンインクは、第１の色及び第２の色を含み、第２の色
は、第２の電子パターンインク内の位置を有し、第２の電子パターンインク内の第２の色
の位置は、第１の電子パターンインク内の第１のパターン孔の位置に対応し、第３の電子
パターンインクは、第３の色及び第２の色を含み、第２の色は、第３の電子パターンイン
ク内の位置を有し、第３の電子パターンインク内の第２の色の位置は、第１の電子パター
ンインク内の第１のパターン孔の位置に対応する。
【０２２１】
　プロセッサは、第１の電子パターンインクを使用して第１の電子画像の前景を電子的に
色塗りすることによって電子画像領域を電子的に色塗りし、第２の電子パターンインクを
使用して第１の電子画像の背景を電子的に色塗りし、第３の電子パターンインクを使用し
て第２の電子画像の前景を電子的に色塗りする。
【０２２２】
　印刷エンジンは、観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角
度が第１の角度とすることができるときに第１の電子画像が視認可能とすることができ且
つ観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度と
等しくない第２の角度とすることができるときに第２の電子画像が視認可能とすることが
でき、第１の電子画像が観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相
対角度が第２の角度とすることができるときには視認可能でないように、マーキング材料
を使用して記録媒体上の電子画像領域をレンダリングする。
【０２２３】
　第１の電子画像のレンダリングされた前景は、略粗面とすることができる。第１の電子
画像のレンダリングされた背景は、略滑面とすることができる。第１の電子画像の前景と
第２の電子画像の前景とのレンダリングされた交差部は、略滑面とすることができる。第
１の電子画像の背景と第２の電子画像の前景のレンダリングされた交差部は、略滑面とす
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ることができる。
【０２２４】
　記録媒体は、基材と、基材上に形成されるマーキング材料とを含む。
【０２２５】
　マーキング材料は、基材の第１の領域において、第１の色であり且つ非平滑構造を有す
る第１の画像を形成し、非平滑構造は、第１の画像内の第１及び第２の位置によって実現
され、第１の画像内の第１の位置は、第１の色に対応するマーキング材料が基材上に存在
しないことができる位置であり、第１の画像内の第２の位置は、第１の色に対応するマー
キング材料が基材上に形成されることができる位置であり、第１の画像の第１の位置は、
第１のマーキング材料高さを有し、第１の画像の第２の位置は、第２のマーキング材料高
さを有し、第１の画像の第１の位置の第１のマーキング材料高さは、第１の画像の第２の
位置の第２のマーキング材料高さと等しくない。
【０２２６】
　マーキング材料は、基材の第２の領域において、第１の色及び第２の色であり且つ平滑
構造を有する第２の画像を形成し、平滑構造は、第２の画像内の第１及び第２の位置によ
って実現され、第２の画像内の第１の位置は、第１の色に対応するマーキング材料が基材
上に形成されることができる位置であり、第２の画像内の第２の位置は、第２の色に対応
するマーキング材料が基材上に形成されることができる位置であり、第２の画像の第１の
位置は、第１のマーキング材料高さを有し、第２の画像の第２の位置は、第２のマーキン
グ材料高さを有し、第２の画像の第１の位置の第１のマーキング材料高さは、第２の画像
の第２の位置の第２のマーキング材料高さと略等しい。
【０２２７】
　マーキング材料は、基材の第３の領域において、第３の色及び第２の色であり且つ平滑
構造を有する第３の画像を形成し、平滑構造は、第３の画像内の第１及び第２の位置によ
って実現され、第３の画像内の第１の位置は、第３の色に対応するマーキング材料が基材
上に形成されることができる位置であり、第３の画像内の第２の位置は、第２の色に対応
するマーキング材料が基材上に形成されることができる位置であり、第３の画像の第１の
位置は、第１のマーキング材料高さを有し、第３の画像の第２の位置は、第２のマーキン
グ材料高さを有し、第３の画像の第１の位置の第１のマーキング材料高さは、第３の画像
の第２の位置の第２のマーキング材料高さと略等しい。
【０２２８】
　第１の画像は、観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度
が第１の角度とすることができるときに視認可能である。第３の画像は、観察者の視野角
と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度と等しくない第２の
角度とすることができるときに視認可能である。第１の画像は、観察者の視野角と照射源
によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第２の角度とすることができるときには
視認可能でない。
【０２２９】
　記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングする方法は、電子画像領域を電子的
に作成し、背景及び前景を有する第１の電子画像を電子的に作成し、前景を有する第２の
電子画像を電子的に作成し、第１の色と、第１の電子パターンインク内の位置を有し且つ
第１の色が存在しないことができる第１の電子パターンインク内の位置である第１のパタ
ーン孔とを含む第１の電子パターンインクを電子的に作成し、第１の色と、第２の電子パ
ターンインク内の位置を有し且つ第２の電子パターンインク内の第２の色の位置が第１の
電子パターンインク内の第１のパターン孔の位置に対応する第２の色とを含む第２の電子
パターンインクを電子的に作成し、第３の色と、第３の電子パターンインク内の位置を有
し且つ第３の色が存在しないことができる第３の電子パターンインク内の位置である第３
のパターン孔とを含む第３の電子パターンインクを電子的に作成し、第１の電子パターン
インクを使用して第１の電子画像の背景を電子的に色塗りすることによって電子画像領域
を電子的に色塗りし、第２の電子パターンインクを使用して第１の電子画像の前景を電子
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的に色塗りし、第３の電子パターンインクを使用して第２の電子画像の前景を電子的に色
塗りし、観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の
角度とすることができるときに第１の電子画像が視認可能とすることができ且つ観察者の
視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度と等しくない
第２の角度とすることができるときに第２の電子画像が視認可能とすることができ、第２
の電子画像が観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第
１の角度とすることができるときには視認可能でないように、マーキング材料を使用して
記録媒体上の電子画像領域をレンダリングする。
【０２３０】
　第３の電子パターンインク内の第３のパターン孔の位置は、第１の電子パターンインク
内の第１のパターン孔の位置に対応することができる。第１の電子画像のレンダリングさ
れた前景は、略滑面とすることができる。第１の電子画像のレンダリングされた背景は、
略粗面とすることができる。第１の電子画像の前景と第２の電子画像の前景とのレンダリ
ングされた交差部は、略粗面とすることができる。第１の電子画像の背景と第２の電子画
像の前景のレンダリングされた交差部は、略粗面とすることができる。
【０２３１】
　記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングするシステムは、プロセッサと、印
刷エンジンとを含む。
【０２３２】
　プロセッサは、電子画像領域と、背景及び前景を有する第１の電子画像と、前景を有す
る第２の電子画像と、第１の電子パターンインクと、第２の電子パターンインクと、第３
の電子パターンインクとを電子的に作成し、第１の電子パターンインクは、第１の色及び
第１のパターン孔を含み、第１のパターン孔は、第１の電子パターンインク内の位置を有
し、第１のパターン孔は、第１の色が存在しないことができる第１の電子パターンインク
内の位置であり、第２の電子パターンインクは、第１の色及び第２の色を含み、第２の色
は、第２の電子パターンインク内の位置を有し、第２の電子パターンインク内の第２の色
の位置は、第１の電子パターンインク内の第１のパターン孔の位置に対応し、第３の電子
パターンインクは、第３の色及び第３のパターン孔を含み、第３のパターン孔は、第３の
電子パターンインク内の位置を有し、第３のパターン孔は、第３の色が存在しないことが
できる第３の電子パターンインク内の位置である。
【０２３３】
　プロセッサは、第１の電子パターンインクを使用して第１の電子画像の背景を電子的に
色塗りすることによって電子画像領域を電子的に色塗りし、第２の電子パターンインクを
使用して第１の電子画像の前景を電子的に色塗りし、第３の電子パターンインクを使用し
て第２の電子画像の前景のみを電子的に色塗りする。
【０２３４】
　印刷エンジンは、観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角
度が第１の角度とすることができるときに第１の電子画像が視認可能とすることができ且
つ観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度と
等しくない第２の角度とすることができるときに第２の電子画像が視認可能とすることが
でき、第２の電子画像が観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相
対角度が第１の角度とすることができるときには視認可能でないように、マーキング材料
を使用して記録媒体上の電子画像領域をレンダリングする。
【０２３５】
　第３の電子パターンインク内の第３のパターン孔の位置は、第１の電子パターンインク
内の第１のパターン孔の位置に対応することができる。第１の電子画像のレンダリングさ
れた前景は、略滑面とすることができる。第１の電子画像のレンダリングされた背景は、
略粗面とすることができる。第１の電子画像の前景と第２の電子画像の前景とのレンダリ
ングされた交差部は、略粗面とすることができる。第１の電子画像の背景と第２の電子画
像の前景のレンダリングされた交差部は、略粗面とすることができる。
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【０２３６】
　記録媒体は、基材と、基材上に形成されるマーキング材料とを含む。
【０２３７】
　マーキング材料は、基材の第１の領域において、第１の色であり且つ非平滑構造を有す
る第１の電子画像を形成し、非平滑構造は、第１の電子画像内の第１及び第２の位置によ
って実現され、第１の電子画像内の第１の位置は、第１の色に対応するマーキング材料が
基材上に存在しないことができる位置であり、第１の電子画像内の第２の位置は、第１の
色に対応するマーキング材料が基材上に形成されることができる位置であり、第１の電子
画像の第１の位置は、第１のマーキング材料高さを有し、第１の電子画像の第２の位置は
、第２のマーキング材料高さを有し、第１の電子画像の第１の位置の第１のマーキング材
料高さは、第１の電子画像の第２の位置の第２のマーキング材料高さと等しくない。
【０２３８】
　マーキング材料は、基材の第２の領域において、第１の色及び第２の色であり且つ平滑
構造を有する第２の画像を形成し、平滑構造は、第２の画像内の第１及び第２の位置によ
って実現され、第２の画像内の第１の位置は、第１の色に対応するマーキング材料が基材
上に形成されることができる位置であり、第２の画像内の第２の位置は、第２の色に対応
するマーキング材料が基材上に形成されることができる位置であり、第２の画像の第１の
位置は、第１のマーキング材料高さを有し、第２の画像の第２の位置は、第２のマーキン
グ材料高さを有し、第２の画像の第１の位置の第１のマーキング材料高さは、第２の画像
の第２の位置の第２のマーキング材料高さと略等しい。
【０２３９】
　マーキング材料は、基材の第３の領域において、第３の色であり且つ非平滑構造を有す
る第３の画像を形成し、非平滑構造は、第３の画像内の第１及び第２の位置によって実現
され、第３の画像内の第１の位置は、第３の色に対応するマーキング材料が基材上に存在
しないことができる位置であり、第３の画像内の第２の位置は、第３の色に対応するマー
キング材料が基材上に形成されることができる位置であり、第３の画像の第１の位置は、
第１のマーキング材料高さを有し、第３の画像の第２の位置は、第２のマーキング材料高
さを有し、第３の画像の第１の位置の第１のマーキング材料高さは、第３の画像の第２の
位置の第２のマーキング材料高さと等しくない。
【０２４０】
　第２の画像は、観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度
が第１の角度とすることができるときに視認可能である。第３の画像は、観察者の視野角
と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度と等しくない第２の
角度とすることができるときに視認可能である。第３の画像は、観察者の視野角と照射源
によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度とすることができるときには
視認可能でない。
【０２４１】
　記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングする方法は、第１の色と、第１の電
子パターンインク内の位置を有し且つ第１の色が存在しないことができる第１の電子パタ
ーンインク内の位置を表す孔とを含む第１の電子パターンインクを電子的に作成し、電子
画像領域を電子的に作成し、第１の電子パターンインクを使用して、第１の色が存在する
ことができる電子画像領域背景内の位置を表す第１の色位置と、第１の色が存在しないこ
とができる電子画像領域背景内の位置を表す孔とを有する電子画像領域背景を作成するた
めに電子画像領域を電子的に色塗りし、電子画像領域内に第１の画像を作成するために、
第２の色によって電子画像領域背景内の孔の第１の所定部分を電子的に色塗りし、電子画
像領域内に第２の画像を作成するために、電子画像領域背景内の第１の色位置の所定部分
を第３の色によって電子的に置き換え、観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明
する角度との相対角度が第１の角度とすることができるときに第１の画像が視認可能とす
ることができ且つ観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度
が第１の角度と等しくない第２の角度とすることができるときに第２の画像が視認可能と
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することができ、第２の画像が観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度
との相対角度が第１の角度とすることができるときには視認可能でないように、マーキン
グ材料を使用して記録媒体上の電子画像領域をレンダリングする。
【０２４２】
　第１の色に関連付けられたマーキング材料及び第２の色に関連付けられたマーキング材
料は、第１の画像がレンダリングされることができる記録媒体上に略滑面を形成すること
ができる。第３の色に関連付けられたマーキング材料は、レンダリングされた第１の画像
がレンダリングされた第２の画像と交差しない記録媒体上に略粗面を形成することができ
る。第３の色に関連付けられたマーキング材料及び第２の色に関連付けられたマーキング
材料は、レンダリングされた第１の画像がレンダリングされた第２の画像と交差する記録
媒体上に略滑面を形成することができる。
【０２４３】
　記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングするシステムは、プロセッサと、印
刷エンジンとを含む。
【０２４４】
　プロセッサは、第１の色と、第１の色が存在しないことができる第１の電子パターンイ
ンク内の位置を表す孔とを含む第１の電子パターンインクを電子的に作成し、電子画像領
域を電子的に作成し、第１の色が存在することができる電子画像領域背景内の位置を表す
第１の色位置と、第１の色が存在しないことができる電子画像領域背景内の位置を表す孔
とを有する電子画像領域背景を作成するために、第１の電子パターンインクを使用して電
子画像領域を電子的に色塗りし、電子画像領域内の領域である第１の画像を作成するため
に、第２の色によって電子画像領域内の孔の第１の所定部分を電子的に色塗りし、電子画
像領域内に第２の画像を作成するために、電子画像領域背景内の第１の色位置の所定部分
を第３の色によって電子的に置き換える。
【０２４５】
　印刷エンジンは、観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角
度が第１の角度とすることができるときに第１の画像が視認可能とすることができ且つ観
察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度と等し
くない第２の角度とすることができるときに第２の画像が視認可能とすることができ、第
２の画像が観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１
の角度とすることができるときには視認可能でないように、マーキング材料を使用して記
録媒体上の電子画像領域をレンダリングする。
【０２４６】
　第１の色に関連付けられたマーキング材料及び第２の色に関連付けられたマーキング材
料は、第１の画像がレンダリングされることができる記録媒体上に略滑面を形成すること
ができる。第３の色に関連付けられたマーキング材料は、レンダリングされた第１の画像
がレンダリングされた第２の画像と交差しない記録媒体上に略粗面を形成することができ
る。第３の色に関連付けられたマーキング材料及び第２の色に関連付けられたマーキング
材料は、レンダリングされた第１の画像がレンダリングされた第２の画像と交差する記録
媒体上に略滑面を形成することができる。
【０２４７】
　記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングする方法は、第１の色と、第１の電
子パターンインク内の位置を有し且つ第１の色が存在しないことができる第１の電子パタ
ーンインク内の位置を表す孔とを含む第１の電子パターンインクを電子的に作成し、電子
画像領域を電子的に作成し、第１の電子パターンインクを使用して電子画像領域を電子的
に色塗りし、第１の色位置及び第２の色が存在することができる電子画像領域内の位置を
表す第２の色位置を有する電子画像領域内の領域である電子画像領域背景と、第１の色が
存在することができる電子画像領域内の位置を表す第１の色位置及び第１の色が存在しな
いことができる電子画像領域内の位置を表す孔を有する電子画像領域内の領域である第１
の画像を作成するために、第２の色によって電子画像領域内の孔の第１の所定部分を電子
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的に色塗りし、電子画像領域内に第２の画像を作成するために、電子画像領域内の第１の
色位置の所定部分を第３の色によって電子的に置き換え、観察者の視野角と照射源によっ
て記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度とすることができるときに第１の画
像が視認可能とすることができ且つ観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する
角度との相対角度が第１の角度と等しくない第２の角度とすることができるときに第２の
画像が視認可能とすることができ、第１の画像が観察者の視野角と照射源によって記録媒
体を照明する角度との相対角度が第２の角度とすることができるときには視認可能でない
ように、マーキング材料を使用して記録媒体上の電子画像領域をレンダリングする。
【０２４８】
　第１の色に関連付けられたマーキング材料及び第２の色に関連付けられたマーキング材
料は、電子画像領域背景がレンダリングされることができる記録媒体上に略滑面を形成す
ることができる。第１の色に関連付けられたマーキング材料は、第１の画像がレンダリン
グされることができる記録媒体上に略粗面を形成することができる。第３の色に関連付け
られたマーキング材料は、レンダリングされた第１の画像がレンダリングされた第２の画
像と交差する記録媒体上に略粗面を形成することができる。
【０２４９】
　記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングするシステムは、プロセッサと、印
刷エンジンとを含む。
【０２５０】
　プロセッサは、第１の色と、第１の色が存在しないことができる第１の電子パターンイ
ンク内の位置を表す孔とを含む第１の電子パターンインクを電子的に作成し、電子画像領
域を電子的に作成し、第１の電子パターンインクを使用して電子画像領域を電子的に色塗
りし、第１の色位置及び第２の色が存在することができる電子画像領域内の位置を表す第
２の色位置を有する電子画像領域内の領域である電子画像領域背景と、第１の色が存在す
ることができる電子画像領域内の位置を表す第１の色位置及び第１の色が存在しないこと
ができる電子画像領域内の位置を表す孔を有する電子画像領域内の領域である第１の画像
とを作成するために、第２の色によって電子画像領域内の孔の第１の所定部分を電子的に
色塗りし、電子画像領域内に第１の色位置及び第３の色が存在することができる電子画像
領域内の位置を表す第３の色位置を有する電子画像領域内の領域である第２の画像を作成
するために、電子画像領域内の第１の色位置の所定部分を第３の色によって電子的に置き
換える。
【０２５１】
　印刷エンジンは、観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角
度が第１の角度とすることができるときに第１の画像が視認可能とすることができ且つ観
察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度と等し
くない第２の角度とすることができるときに第２の画像が視認可能とすることができ、第
１の画像が観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第２
の角度とすることができるときには視認可能でないように、マーキング材料を使用して記
録媒体上の電子画像領域をレンダリングする。
【０２５２】
　第１の色に関連付けられたマーキング材料及び第２の色に関連付けられたマーキング材
料は、電子画像領域がレンダリングされることができる記録媒体上に略滑面を形成するこ
とができる。第１の色に関連付けられたマーキング材料は、第１の画像がレンダリングさ
れることができる記録媒体上に略粗面を形成することができる。第３の色に関連付けられ
たマーキング材料は、レンダリングされた第１の画像がレンダリングされた第２の画像と
交差する記録媒体上に略粗面を形成することができる。
【０２５３】
　記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングする方法は、第１の色と、第１の電
子パターンインク内の位置を有し且つ第１の色が存在しないことができる第１の電子パタ
ーンインク内の位置を表す孔とを含む第１の電子パターンインクを電子的に作成し、電子
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画像領域を電子的に作成し、第１の電子パターンインクを使用して、第１の色が存在する
ことができる電子画像領域背景内の位置を表す第１の色位置と、第１の色が存在しないこ
とができる電子画像領域背景内の位置を表す孔とを有する電子画像領域背景を作成するた
めに電子画像領域を電子的に色塗りし、電子画像領域内に第１の画像を作成するために、
第２の色によって電子画像領域背景内の孔の第１の所定部分を電子的に色塗りし、第２の
画像を電子的に作成し、ペイントマスク内に位置を有し、孔を介して電子的に色塗りする
のを可能とし、第１の色位置に対応する孔を有するペイントマスクを電子的に作成し、ペ
イントマスクを使用して第３の色によって第２の画像を電子的に色塗りし、観察者の視野
角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度とすることができ
るときに第１の画像が視認可能とすることができ且つ観察者の視野角と照射源によって記
録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度と等しくない第２の角度とすることがで
きるときに第２の画像が視認可能とすることができ、第２の画像が観察者の視野角と照射
源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度とすることができるときに
は視認可能でないように、マーキング材料を使用して記録媒体上の電子画像領域をレンダ
リングする。
【０２５４】
　第１の色に関連付けられたマーキング材料及び第２の色に関連付けられたマーキング材
料は、第１の画像がレンダリングされることができる記録媒体上に略滑面を形成すること
ができる。第３の色に関連付けられたマーキング材料は、レンダリングされた第１の画像
がレンダリングされた第２の画像と交差しない記録媒体上に略粗面を形成することができ
る。第３の色に関連付けられたマーキング材料及び第２の色に関連付けられたマーキング
材料は、レンダリングされた第１の画像がレンダリングされた第２の画像と交差する記録
媒体上に略滑面を形成することができる。
【０２５５】
　記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングするシステムは、プロセッサと、印
刷エンジンとを含む。
【０２５６】
　プロセッサは、第１の色と、第１の色が存在しないことができる第１の電子パターンイ
ンク内の位置を表す孔とを含む第１の電子パターンインクを電子的に作成し、電子画像領
域を電子的に作成し、第１の色が存在することができる電子画像領域背景内の位置を表す
第１の色位置及び第１の色が存在しないことができる電子画像領域背景内の位置を表す孔
を有する電子画像領域背景を作成するために、第１の電子パターンインクを使用して電子
画像領域を電子的に色塗りし、電子画像領域内の第１の画像を作成するために、第２の色
によって電子画像領域背景内の孔の第１の所定部分を電子的に色塗りし、第２の画像を電
子的に作成し、ペイントマスク内に位置を有し、孔を介して電子的に色塗りするのを可能
とし、第１の色位置に対応する孔を有するペイントマスクを電子的に作成し、ペイントマ
スクを使用して第３の色によって第２の画像を電子的に色塗りする。
【０２５７】
　印刷エンジンは、観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角
度が第１の角度とすることができるときに第１の画像が視認可能とすることができ且つ観
察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度と等し
くない第２の角度とすることができるときに第２の画像が視認可能とすることができ、第
２の画像が観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１
の角度とすることができるときには視認可能でないように、マーキング材料を使用して記
録媒体上の電子画像領域をレンダリングする。
【０２５８】
　第１の色に関連付けられたマーキング材料及び第２の色に関連付けられたマーキング材
料は、第１の画像がレンダリングされることができる記録媒体上に略滑面を形成すること
ができる。第３の色に関連付けられたマーキング材料は、レンダリングされた第１の画像
がレンダリングされた第２の画像と交差しない記録媒体上に略粗面を形成することができ
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る。第３の色に関連付けられたマーキング材料及び第２の色に関連付けられたマーキング
材料は、レンダリングされた第１の画像がレンダリングされた第２の画像と交差する記録
媒体上に略滑面を形成することができる。
【０２５９】
　記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングする方法は、第１の色と、第１の電
子パターンインク内の位置を有し且つ第１の色が存在しないことができる第１の電子パタ
ーンインク内の位置を表す孔とを含む第１の電子パターンインクを電子的に作成し、電子
画像領域を電子的に作成し、第１の電子パターンインクを使用して電子画像領域を電子的
に色塗りし、第１の色位置及び第２の色が存在することができる電子画像領域内の位置を
表す第２の色位置を有する電子画像領域内の領域である電子画像領域背景と、第１の色が
存在することができる電子画像領域内の位置を表す第１の色位置及び第１の色が存在しな
いことができる電子画像領域内の位置を表す孔を有する電子画像領域内の領域である第１
の画像とを作成するために、第２の色によって電子画像領域内の孔の第１の所定部分を電
子的に色塗りし、第２の画像を電子的に作成し、ペイントマスク内に位置を有し、孔を介
して電子的に色塗りするのを可能とし、第１の色位置に対応する孔を有するペイントマス
クを電子的に作成し、ペイントマスクを使用して第３の色によって第２の画像を電子的に
色塗りし、観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１
の角度とすることができるときに第１の画像が視認可能とすることができ且つ観察者の視
野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度と等しくない第
２の角度とすることができるときに第２の画像が視認可能とすることができ、第１の画像
が観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第２の角度と
することができるときには視認可能でないように、マーキング材料を使用して記録媒体上
の電子画像領域をレンダリングする。
【０２６０】
　第１の色に関連付けられたマーキング材料及び第２の色に関連付けられたマーキング材
料は、電子画像領域背景がレンダリングされることができる記録媒体上に略滑面を形成す
ることができる。第１の色に関連付けられたマーキング材料は、第１の画像がレンダリン
グされることができる記録媒体上に略粗面を形成することができる。第３の色に関連付け
られたマーキング材料は、レンダリングされた第１の画像がレンダリングされた第２の画
像と交差する記録媒体上に略粗面を形成することができる。
【０２６１】
　記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングするシステムは、プロセッサと、印
刷エンジンとを含む。
【０２６２】
　プロセッサは、第１の色と、第１の色が存在しないことができる第１の電子パターンイ
ンク内の位置を表す孔とを含む第１の電子パターンインクを電子的に作成し、電子画像領
域を電子的に作成し、第１の電子パターンインクを使用して電子画像領域を電子的に色塗
りし、第１の色位置及び第２の色が存在することができる電子画像領域内の位置を表す第
２の色位置を有する電子画像領域内の領域である電子画像領域背景と、第１の色が存在す
ることができる電子画像領域内の位置を表す第１の色位置及び第１の色が存在しないこと
ができる電子画像領域内の位置を表す孔を有する電子画像領域内の領域である第１の画像
とを作成するために、第２の色によって電子画像領域背景内の孔の第１の所定部分を電子
的に色塗りし、第２の画像を電子的に作成し、ペイントマスク内に位置を有し、孔を介し
て電子的に色塗りするのを可能とし、第１の色位置に対応する孔を有するペイントマスク
を電子的に作成し、ペイントマスクを使用して第３の色によって第２の画像を電子的に色
塗りする。
【０２６３】
　印刷エンジンは、観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角
度が第１の角度とすることができるときに第１の画像が視認可能とすることができ且つ観
察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度と等し
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くない第２の角度とすることができるときに第２の画像が視認可能とすることができ、第
１の画像が観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第２
の角度とすることができるときには視認可能でないように、マーキング材料を使用して記
録媒体上の電子画像領域をレンダリングする。
【０２６４】
　第１の色に関連付けられたマーキング材料及び第２の色に関連付けられたマーキング材
料は、電子画像領域背景がレンダリングされることができる記録媒体上に略滑面を形成す
ることができる。第１の色に関連付けられたマーキング材料は、第１の画像がレンダリン
グされることができる記録媒体上に略粗面を形成することができる。第３の色に関連付け
られたマーキング材料は、レンダリングされた第１の画像がレンダリングされた第２の画
像と交差する記録媒体上に略粗面を形成することができる。
【０２６５】
　記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングする方法は、第１の色と、第１の電
子パターンインク内の位置を有し且つ第１の色が存在しないことができる第１の電子パタ
ーンインク内の位置を表す孔とを含む第１の電子パターンインクを電子的に作成し、電子
画像領域を電子的に作成し、第１の色が存在することができる電子画像領域内の位置を表
す第１の色位置及び第１の色が存在しないことができる電子画像領域内の位置を表す孔を
有する電子画像領域背景を作成するために、第１の電子パターンインクを使用して電子画
像領域を電子的に色塗りし、電子画像領域内に第１の画像を作成するために、第２の色に
よって電子画像領域背景内の孔の第１の所定部分を電子的に色塗りし、第３の色と、第３
の色が存在しないことができる第２の電子パターンインク内の位置を表す孔とを含む第２
の電子パターンインクを電子的に作成し、第２の画像を電子的に作成し、第２の電子パタ
ーンインクを使用して第２の画像を電子的に色塗りし、観察者の視野角と照射源によって
記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度とすることができるときに第１の画像
が視認可能とすることができ且つ観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角
度との相対角度が第１の角度と等しくない第２の角度とすることができるときに第２の画
像が視認可能とすることができ、第２の画像が観察者の視野角と照射源によって記録媒体
を照明する角度との相対角度が第１の角度とすることができるときには視認可能でないよ
うに、マーキング材料を使用して記録媒体上の電子画像領域をレンダリングする。
【０２６６】
　第２の電子パターンインク内の孔の位置は、第１の電子パターンインク内の孔の位置に
対応することができる。第１の色に関連付けられたマーキング材料及び第２の色に関連付
けられたマーキング材料は、第１の画像がレンダリングされることができる記録媒体上に
略滑面を形成することができる。第３の色に関連付けられたマーキング材料は、レンダリ
ングされた第１の画像がレンダリングされた第２の画像と交差する記録媒体上に略粗面を
形成することができる。
【０２６７】
　記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングするシステムは、プロセッサと、印
刷エンジンとを含む。
【０２６８】
　プロセッサは、第１の色と、第１の色が存在しない第１の電子パターンインク内の位置
を表す孔とを含む第１の電子パターンインクを電子的に作成し、電子画像領域を電子的に
作成し、第１の色が存在することができる電子画像領域内の位置を表す第１の色位置と、
第１の色が存在しないことができる電子画像領域背景内の位置を表す孔とを有する電子画
像領域背景を作成するために、第１の電子パターンインクを使用して電子画像領域を電子
的に色塗りし、電子画像領域内に第１の画像を作成するために、第２の色によって電子画
像領域背景内の孔の第１の所定部分を電子的に色塗りし、第３の色と、第３の色が存在し
ないことができる第２の電子パターンインク内の位置を表す孔とを含む第２の電子パター
ンインクを電子的に作成し、第２の画像を電子的に作成し、第２の電子パターンインクを
使用して第２の画像を電子的に色塗りする。
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【０２６９】
　印刷エンジンは、観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角
度が第１の角度とすることができるときに第１の画像が視認可能とすることができ且つ観
察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度と等し
くない第２の角度とすることができるときに第２の画像が視認可能とすることができ、第
２の画像が観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１
の角度とすることができるときには視認可能でないように、マーキング材料を使用して記
録媒体上の電子画像領域をレンダリングする。
【０２７０】
　第２の電子パターンインク内の孔の位置は、第１の電子パターンインク内の孔の位置に
対応することができる。第１の色に関連付けられたマーキング材料及び第２の色に関連付
けられたマーキング材料は、第１の画像がレンダリングされることができる記録媒体上に
略滑面を形成することができる。第３の色に関連付けられたマーキング材料は、レンダリ
ングされた第１の画像がレンダリングされた第２の画像と交差する記録媒体上に略粗面を
形成することができる。
【０２７１】
　記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングする方法は、第１の色と、第１の色
が存在しないことができる第１の電子パターンインク内の位置を表す孔とを含む第１の電
子パターンインクを電子的に作成し、電子画像領域を電子的に作成し、第１の電子パター
ンインクを使用して電子画像領域を電子的に色塗りし、第１の色が存在することができる
電子画像領域内の位置を表す第１の色位置及び第２の色が存在することができる電子画像
領域内の位置を表す第２の色位置を有する電子画像領域内の領域である電子画像領域背景
と、第１の色位置及び第１の色が存在しないことができる電子画像領域内の位置を表す孔
を有する電子画像領域内の領域である第１の画像とを作成するために、第２の色によって
電子画像領域内の孔の第１の所定部分を電子的に色塗りし、第２の色及び第３の色を含む
第２の電子パターンインクを電子的に作成し、第２の画像を電子的に作成し、第２の電子
パターンインクを使用して第２の画像を電子的に色塗りし、観察者の視野角と照射源によ
って記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度とすることができるときに第１の
画像が視認可能とすることができ且つ観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明す
る角度との相対角度が第１の角度と等しくない第２の角度とすることができるときに第２
の画像が視認可能とすることができ、第１の画像が観察者の視野角と照射源によって記録
媒体を照明する角度との相対角度が第２の角度とすることができるときには視認可能でな
いように、マーキング材料を使用して記録媒体上の電子画像領域をレンダリングする。
【０２７２】
　第１の色に関連付けられたマーキング材料及び第２の色に関連付けられたマーキング材
料は、電子画像領域背景がレンダリングされることができる記録媒体上に略滑面を形成す
ることができる。第１の色に関連付けられたマーキング材料は、第１の画像がレンダリン
グされることができる記録媒体上に略粗面を形成することができる。第３の色に関連付け
られたマーキング材料及び第２の色に関連付けられたマーキング材料は、レンダリングさ
れた第１の画像がレンダリングされた第２の画像と交差する記録媒体上に略滑面を形成す
ることができる。
【０２７３】
　記録媒体上に光沢効果画像パターンをレンダリングするシステムは、プロセッサ及び印
刷エンジンを含む。
【０２７４】
　プロセッサは、第１の色と、第１の色が存在しない第１の電子パターンインク内の位置
を表す孔とを含む第１の電子パターンインクを電子的に作成し、電子画像領域を電子的に
作成し、第１の電子パターンインクを使用して電子画像領域を電子的に色塗りし、第１の
色が存在することができる電子画像領域内の位置を表す第１の色位置及び第２の色が存在
することができる電子画像領域内の位置を表す第２の色位置を有する電子画像領域内の領



(43) JP 6796459 B2 2020.12.9

10

20

域である電子画像領域背景と、第１の色位置及び第１の色が存在しないことができる電子
画像領域内の位置を表す孔を有する電子画像領域内の領域である第１の画像とを作成する
ために、第２の色によって電子画像領域内の孔の第１の所定部分を電子的に色塗りし、第
２の色及び第３の色を含む第２の電子パターンインクを電子的に作成し、第２の画像を電
子的に作成し、第２の電子パターンインクを使用して第２の画像を電子的に色塗りする。
【０２７５】
　印刷エンジンは、観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角
度が第１の角度とすることができるときに第１の画像が視認可能とすることができ且つ観
察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第１の角度と等し
くない第２の角度とすることができるときに第２の画像が視認可能とすることができ、第
１の画像が観察者の視野角と照射源によって記録媒体を照明する角度との相対角度が第２
の角度とすることができるときには視認可能でないように、マーキング材料を使用して記
録媒体上の電子画像領域をレンダリングする。
【０２７６】
　第１の色に関連付けられたマーキング材料及び第２の色に関連付けられたマーキング材
料は、電子画像領域背景がレンダリングされることができる記録媒体上に略滑面を形成す
ることができる。第１の色に関連付けられたマーキング材料は、第１の画像がレンダリン
グされることができる記録媒体上に略粗面を形成することができる。第３の色に関連付け
られたマーキング材料及び第２の色に関連付けられたマーキング材料は、レンダリングさ
れた第１の画像がレンダリングされた第２の画像と交差する記録媒体上に略滑面を形成す
ることができる。
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